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自由貿易体制下ルーマニアにおける

外国銀行と国家財政，’856-1881年
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する関心から，エジプトにおける外国銀行の活動をとりあげた')。同様の

問題関心にたちながら，本稿ではルーマニアでのそれを扱うことにしたい。

１９世紀中葉において，オスマン帝国内の貢納国であったこと，自由貿

易体制のもとで西ヨーロッパ諸国の工業製品を輸入し，自国の農産物（エ

ジプトは綿花，ルーマニアは穀物）を輸出するいわばモノカノレチュア的貿

易構造が形成されたこと，その際，対外借入れによって政府が建設した鉄

道などのインフラストラクチャーが大きな役割をはたしたこと等は両者に

共通している。しかしながら，同じくオスマン帝国からの独立をめざしな

がら，エジプトが国家破産（１８７６年）から植民地化（1882年）の道をた

どったのに対し，ルーマニアは政治的独立（1878年）を達成し製紙業振

興法（1881年）を初めとする一連の保護主義的政策2）を採用するにいた

る点は，対照的とさえいえよう。もとよりその後のルーマニアは外国資本，

とくにドイツに対する金融的従属を深めていくことになるがい，さしあた

りここでは初めて外国銀行が進出した１８５６年から保護主義政策の開始を

みる１８８１年，すなわちいわゆる自由貿易時代に限定したうえで，銀行資

本の国際活動のルーマニア局面をとりあげることにしたい4)。

行論の順序として，まず貿易構造を概観したうえで銀行それじたいの活

動を検討し，次には国家財政との関連をみることによって，当時のルーマ

ニアにおける外国銀行の活動がはらむ問題点を示すことにしたい。

１）拙稿［44］参照．なおつけ加えれば，筆者はいわゆる自由貿易帝国主義論争

から世界システム論にいたる歴史像再検討の課題は，貿易・金融関係とならん

で，とくに財政の国際関係の具体的検討を介して経済的諸階級の国際的同盟関

係を描くことによってはたされると考えており，国際銀行業の展開史とともに

当時の後進国財政史の検討はその際不可欠と思われる。拙稿［43]，［45]，［46］

とともに本稿もそのような作業の一環として理解されたい。

２）さらに’882年の精糖業振興法，1884年の織物業振興法，1885年の製革業奨

励法をへて1886年に始まる関税改定交渉の中での1887年国内産業発展総合措

置法によっていちおうの体系化をみる。なお，１８８０年の国立銀行の設立もそ

の－還とみることができよう。Bindreiter［７］，Ｓ､187,ｓＳ260264．Otetea
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［48]，pp414-415（邦訳，第２巻118-119ページ)，なおIordache［24］をも

参照。

3）さしあたり南塚信吾［381347-353ページを参照．なおルーマニアの石油資

源争奪戦についてドイツ側からの研究としては，大野英二［47]，122-131ペー

ジ，熊谷一男［29]，289-295ページ，などもある。

4）ここで研究動向について一言しておこう。１９７７年のアメリカでのシンポジ

ウムの報告集であるJowitt［27］は，近年の問題関心を示す点で興味深い。そ

こでは参加者によって若干のニュアンスはありつつも，世界資本主義の周辺部

の独自の発展コースとして，社会主義化をも含めて，現代の第三世界諸国と対

比していこうとする共通の問題関心が貫かれている。中世から２０世紀初頭ま

でのワラキアについてのChirot［１４１１９世紀から第二次大戦までを扱う

Welzk［62］はこの方向での具体的成果といえよう。さらにイタリア南部，チ

ュニジアと直接に比較したPoncet［50］のようなものさえあらわれている。

ただしこれらの研究においても，外国銀行の活動の具体的様相についての研究

は欠落している。とはいえ，外国資本の活動それじたいについては，短い時期

についてではあるが，当時の政府文書などの一次資料にもとづくＺａｎｅ［65］

のようなすぐれた研究もある．Maciu［35］をはじめとし，３aJIumKHH[63］

にいたる通史はこれを基礎としているといってよい。また近年，貿易関係を中

心として，Ｂｕ§ｅ［12］をはじめとする後注５）で挙げるような優れたモノグラ

フが刊行されつつあるようである。本稿ではルーマニア側の一次資料は使用し

えなかったが，これについてはBobango［９]，ｐｐ,276-278が現地事情を知る

に便である。

Ｉ貿易構造の概観

当時のルーマニアには整備された系統的な貿易統計がなく，国内に残存

する各種公文書や，貿易相手国側の資料を批判的に整理していくことによ

って，当時のルーマニアの貿易，対外関係史が再検討されつつあるのが研

究史の現状である5)。

ここでは，これまでの諸研究に依拠しながら，１８２９年のアドリアノー

プノレ条約以後，「世界市場への統合(Weltmarktintegration)」（Welzk，

[62]）がすすめられたとされる当時のルーマニア経済について，貿易関係
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第１表ルーマニアの輸出入額および収支、1840～1885年

（単位：新レイ＝フラン）

年

18401）

18501）

18602）

18613）

1862

1863

1864

1865

1866

1867

1868

1869

1870

18714）

1872

1873

1874

1875

1876

1877

1878

1879

1880

1881

1882

1883

1884

1885

輸出 輸入 収支

十１５，７４０，０００

＋18,890,000

＋53,448,146

＋49,762,439

＋36,552,458

＋38,253,213

＋42,764,512

＋43,696,482

＋45,070,765

＋27,553,892

＋107,127,165

＋71,205,139

＋86,701,608

＋94,755,554

＋57,229,324

＋59,703,565

＋11,919,704

＋44,127,910

＋69,322,783

-194,467,899

-89,540,575

-15,832,623

-36,417,537

-68,239,141

-24,121,722

-139,256,899

-110,870,7３１

－20,570,949

35,413,000

47,152,000

116,166,404

116,166,407

101,339,０７５

110,393,163

121,546,577

111,735,602

116,500,033

110,481,120

198,025,684

154,216,703

158,264,114

177,682,782

166,557,104

157,570,732

134,713,818

144,962,079

235,256,286

141,081,100

217,041,727

238,650,006

218,918,878

206,518,317

244,730,199

220,650,279

184,115,542

247,968,201

19,673,000

28,262,000

62,718,258

66,403,968

64,786,617

72,139,950

78,782,065

68,039,120

71,429,268

82,927,228

90,898,519

83,011,564

71562,506

82,927228

109,327,780

97,867,167

122,794,114

100,834,169

165,933,503

335,548,999

306,582,302

254,482,629

255,336,415

274,757,458

268,851,921

359,907,178

294,986,273

268,539,150

［備考］DGiurescu［22]，ｐ､４０８による。２）Ｂ且icoianu［３］，
Ｓ､151による。３）1870年まではＺａｎｅ[64]，Ｓ273,276

による。なおこの時期についてはＢ白icoianu,Z6Zd.,Ｂｕ９ｅ
［12]，ｐ」39,にも互いに異なる一連の数値がある。省略が
なく系統的であることからＺａｎｅのものを掲げたが，いずれ
も原資料は断片的なものである。４）この年以降は，AnzLa7uJ

Statist2caZRoma7zZeZ，1904,ｐ、282,による。
[資料出所］Giurescu[22]，ｐ､408,Bdicoianu［３］，８１５１，Ｚａｎｅ

［64]，Ｓ２７３，２７６，ＡｍＬａ７ｚＬＺＳｔａｔＺｓｔＺｃａＪＲｏｍａ"ZeZ，
Ｚ904,ｐ282,によって作成。
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の面から概観しておくことにしたい。

まず第１表によって，クリミア戦争（1853-1856年）をはさむ1850年

代のうちに輸出入ともに倍増し，ルーマニアにとっては独立戦争でもある

ロシア．トルコ戦争の始まる1877年までにはさらにそれを倍増させると

同時に，それ以後は１８４０年代以降の貿易収支の黒字基調が一転して赤字

になるという全体のすう勢について確認しておこう。

次に第２，３表によって品目構成をみるならば，この時期においてルー

マニア経済は穀物モノカルチュアともいうべき貿易構造をもち続けていた

ことが明らかになる。すなわち，輸出の７０％は穀物，穀物製品，２０％が

動物，動物製品であり，９０％以上を農産物が占め，わずかに石油，木材

などが輸出されているのに対し，輸入は綿製品，毛織物などを中心とする

雑多な工業製品が占めている。

さらに第４，５表によって地域別構成をみれば，国境を接するオースト

リア，トルコとの関係が両者で常に５０％以上を占めて最も重要であり，

ついでイギリス，フランス，さらにロシア，ドイツ，イタリア等となって

いる6)。

１８７０年代前半についてのものではあるが，第６，７表によって品目との

対応をみるならば，いくつかの興味深い事実が浮かびあがってくる。第一

に，ルーマニアの輸出の最大品目である穀物は，オーストリア，トルコ，

フランス，イギリス等に対してまんべんなく売られているが，二番目の項

目である動物については，牛，豚，羊，ヤギの他，動物製品である羊毛も

含めて，もっぱらオーストリアに対して売られていることである．

第二に，輸入工業製品については，綿製品，機械などはイギリスからが

多く，毛織物，衣類，紙，金属，皮革製品，木材・木製品はオーストリア

から，ドイツはほぼイギリスと同じパターンを小規模にしめす．対して，

熱帯果実，魚はトルコから，フランスからは砂糖の輸入が多いことなどが

注目されよう．
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第２表ルーマニアの主要

BG

［備考］DBobango［８］によるイギリス領事報告の12項目を集計した。

換算。３）この年以降はReport［52]，ｐ､３１による表を適当に集
品，魚類も含む。＜鉱物＞には塩も含めた。

[資料出所］Bobango［８］，ｐ､３４１，Biiicoianu［３］，８１５１，ｓS,161～162,

殻物，殻物製品
(％）

動物
(％）

動物製品
(％）

油用種子
(％）

3,292,105

(727）

5,302,266

(746）

4,718,312

(70.8）

4,180,463

(663）

3,918,378

(72.7）

4,249,572

(73.3）

6,330,008

(67.3）

3,226,737

(57.2）

5,919,786

(68.2）

7,062,463

(74.0）

6,243β75

(71.3）

5,990,566

(72.5）

472,775

(10.4）

1,056,749

(14.9）

1,341,645

716,335

(11.4）

557,543

(10.3）

516,022

（8.9）

1,032,951

(110）

1,148,716

(20.4）

785,211

（9.0）

793,294

（8.3）

484,066

（5.5）

581,690

（7.0）

(20.1）

503,130

(11.1）

464,746

（7.3）

500,803

（9.3）

485,624

（8.4）

556,119

（5.9）

427,333

（7.6）

561,473

（6.5）

575,579

（6.0）

822,633

（９４）

429,666

（5.2）

67,964

（1.5）

ｎ．ａ．

ｎ．ａ．

560,072

（８９）

66,185

（1.2）

216,631

（3.7）

322,915

（3.4）

110,816

（2.0）

95,212

（１１）

73,480

（0.8）

117,104

（1.3）

283,800

（3.4） 。。■
目１１

２

２

３口叩ＱＪ１１ｏ△ＱＪ八段
５６７８
９０１

６７７７７
７７７７
７８８

８８８８８８８８８
８８８

年１１１１１
１１１１
１１１

目ロ叩

年

１

１

１

１

１

２

２

３３１２３６７７７８８８８１１１１
４５７７８８

１

１

６７８１

７８

９０１

７７

７８８

８８

８８８

１１

１１１
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輸出品目、1863～1881年
(単位：ポンド・スターリング）

[)０１」

］

DUO

６６２２８２

３［槐

[)０１１

川

JＨ４Ｉｄ

0

４Ⅱ］Ｚｈ

可４．；Ｚ４ｚ

ｈｌｍ６６卜

ｂ４６０

Ｍ

Ｚｂ［

ＪＯＣ

２）Ｂ且icoianu［３］，ＳＳ１６１～162におけるレイ表示のものを１品＝25レイで

計。＜動物＞では牛，豚が大半を占め，＜動物製品＞は羊毛，皮革が多く，乳製

Report［52〕，ｐ､３１＆ｐ３６によって作成。

木材 ， 木製品
(％）

鉱物 ，

(％）
石油 その他

(％）

ＪｊＪｊｊＪｊｊＪＪＪｊ８０１８４１６０２４１２６７８２９８０２５２２４町１別０，１冊１㈹１ⅣＬｕＯ詔１泊Ｌ詔１冊２Ｗ２
９

０

９

０

９

０

９

９

０

９

９

９６く７く０く２く５く９く７く９く４く０く５く０く
４５７６７
６６６
５

１９０

１

１１２

80,890

（1.8）

76,421

（１１）

88,109

（１３）

114,090

（1.8）

123,847

（2.3）

138,637

（２４）

155,979

（１７）

151,999

（2.7）

146,834

（1.7）

136,117

（１４）

312,648

（3.6）

155,963

（1.9）

63,060

（1.4）

613,964

（8.6）

444,104

（6.7）

204,487

（3.2）

146,104

（2.7）

122,825

（2.1）

945,262

(100）

508,255

（９０）

1,018,303

(11.7）

794,687

（8.3）

580,893

（6.6）

618,375

（7.5）

輸出額計
(％）

4,527,889

(100.0）

7,107,311

(100.0）

6,662,284

(100.0）

6,302,829

(100.0）

5,388,552

(100.0）

5,798,482

(100.0）

9,410,250

(100.0）

5,643,244

(100.0）

8,681,668

(100.0）

9,546,000

(100.0）

8,756,754

(100.0）

8,260,732

(100.0）
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第３表ルーマニアの主要

毛織物
◎／

綿製品
Ｏ'

毛皮皮皮
製品｡

［備考］１）Bobango［８］によるイギリス領事報告の26項目を集計した。従
２）Hiicoianu［３］，ＳＳ１５８～159のレイ表示の表を１ｆ＝２５レイ

降はReporL［52］ｐｐ,３３～３４の表を集計。なお，Hiicoianuは1871
が，趨勢はほぼ同じである。たとえばく機械，乗物＞の輸入は，
1874年；425,339,1875年；118,224（単位品）となり．やはり１８７４

[資料出所］Bobango［８］，ｐｐ､341～342,Bhicoianu［３］，Ｓ､１５１ＳＳ１５８～

毛織物
(％）

綿製品
(％）

衣類
(％）

金物類
(％）

毛皮，皮，皮
製品（％）

187,014

（7.3）

265,508

（8.0）

349,417

（８０）

307,135

（７８）

372,692

（7.6）

390,793

（9.7）

346,954

（5.2）

389,971

（2.9）

826,840

（6.7）

595,846

（5.9）

642,100

（6.3）

1,207,528

(110）

466,161

(18.1）

432,907

(13.1）

577,025

(13.2）

468,170

(120）

508,762

(10.4）

504,988

(125）

557,435

（8.4）

1,290,170

（９６）

2,040,779

(16.6）

1,973,793

(19.4）

2,429,726

(23.8）

1,380,918

(12.6）

205,629

（８０）

181,950

（5.5）

268,327

（６１）

132,506

（3.4）

195,132

（４０）

219,576

（5.4）

200,308

（3.0）

511,316

（３８）

327,274

（２７）

336,958

（3.3）

331,406

（3.2）

387,445

（３５）

128,304

（5.0）

ｎ．ａ．

ｎ．ａ．

255,349

（6.5）

246,215

（5.0）

160,900

（４０）

255,131

（3.8）

249,629

（1.9）

452,063

（3.7）

493,264

（４８）

467,373

（4.6）

439,748

（４０）

198,202

（7.7）

127,291

（3.8）

322,201

（7.4）

247,682

（6.3）

276,410

（5.6）

300,108

（7.4）

470,636

（７１）

753,452

（5.6）

1,902,225

(15.5）

1,127,349

(11.1）

1,199,951

(11.7）

1,417,031

(12.9） 。』■
目ロ叩

３６８年１
ｊ

１２２１２７７８８１１
１３

３４

５６７８
９０

７７

７７７７
７８８８８８８８８８

１１

１１１１
１１

１８８１



1４７

輸入品目、1863～1881年

(単位：ポンド・スターリング）

機械乗
（

の他
形

〕8§

３１４６８６

４９］１７６と

DＯＣ

１３:I６ｆ

[)(１０

ｌｉ６３７－３４(｣

【)０１１

１０

う３ＺＬ

000

／９３［

S４ｂｔ

0

Ｚ９Ｉｄ

､01」

価税のため，過少評価されているとみられている（ｏｐｃＺｔ.，ｐ､341）。
で換算。＜綿製品＞の中により糸（Zwirn）は含まれていない。３）この年以

～1875年までの数値をあげており，それはReport［52］の数値とはやや異なる

Baicoianu［３］，Ｓ１５９＜Maschinen＞による数値では，1873年；178,375,
年に急増している。

159,Repo7t［52]，ｐｐ､３３～３４＆ｐ３６によって作成。

砂糖
(％）

機械，乗物
(％）

金属
(％）

その他
(％）

139,270

（５４）

226,541

（６８）

181,038

（４１）

195,256

（５０）

185,674

（3.8）

209,187

（5.2）

133,338

（2.0）

192,156

（１４）

245,820

（２．０）

41,908

（0.4）

202,537

（2.0）

230,420

（２１）

40,605

（１６）

61,207

（１８）

68,921

（1.6）

215,316

（5.5）

460,466

（9.4）

161,760

（４．０）

315,085

（４７）

536,496

（4.0）

555,488

（４５）

261,750

（2.6）

204,372

（２０）

175,976

（1.6）

100,458

（３９）

140,469

（4.2）

166,773

（3.8）

135,804

（3.5）

129,674

（2.6）

139,893

（3.5）

110,429

（１７）

171,016

（１３）

396,244

（3.2）

407,041

（4.0）

521,384

（5.1）

503,817

（４６）

1,106,792

(430）

1,881,216

(56.7）

2,439,409

(55.8）

1,957,468

(50.0）

2,536,739

(516）

1,946,161

(483）

4,248,024

(64.0）

9,327,714

(69.5）

5,516,559

(450）

4,941,395

(485）

4,214,607

(41.3）

5,247,415

(47.7）

計
(％）

2,572,435

(100.0）

3,317,089

(100.0）

4,373,111

(100.0）

3,914,686

(100.0）

4,911,764

(1000）

4,033,366

(1000）

6,637,340

(100.0）

13,421,920

(100.0）

12,263,292

(1000）

10,179,304

(1000）

10,213,456

(1000）

10,990,298

(100.0）
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第４表ルーマニアの

目対国
侶 オーストリ フンス イキリス

】［

】ｕ】【

［備考］１）1861～1875年はBliicoianu［３］，Ｓ､167による。ただし1869,
2）1876年以降はReport[52]，p36のポンド表示を１品＝25レイで
る百万レイのもので補充した。1873年のロシアの欄も同様。

[資料出所］Hiicoianu［３］，Ｓ､１６７，Ｚａｎｅ［64］Ｓ276,Repo7t[52]，ｐ､３６，

トル． オーストリア フ フ ンス イギリス

32,924,829
（32.5）

43,522,029
（38.2）

50,849,208
（42.1）

67,879,037

（45.7）

87,896,100
（787）

82,685,420
（71.0）

44,657,386

（40.4）

136,171,266
（68.8）

39,586,637

（22.3）

27,268,429
（16.4）

35,782,190

（227）

39,820,455
（29.6）

37,445,605
（25.8）

23,811,206

（23.5）

25,503,475
（22.4）

20,639,510

（17.1）

23,890,372
（16.1）

20,548,048

（18.4）

27,657,626

（23.7）

24,758,177
（22.4）

31,930,568
（161）

40,282,315
（261）

44,234,118
（28.0）

49,635,217
（27.9）

81,688,383

（49.0）

68,768,568
（43.6）

55,476,370
（412）

38,735,496
（26.7）

73,803,850

（31.4）

90,134,225

（63.9）

67,273,650

（31.0）

68,856,800
（28.9）

82,958,675
（37.9）

72,131,700
（349）

14,700,324

（14.5）

14,004,970

（12.3）

20,477,966
（169）

21,998,325
（14.8）

989,102

（0.9）

1,337,636
（1.1）

19,630,930

（17.8）

14,610,169

（7.4）

31,951,541

（18.0）

14,696,603

（8.8）

14,056,883

（8.9）

10,022,927
（7.4）

24,046,665
（16.6）

31,792,975
（13.5）

5,807,625

（4.1）

19,335,525

（8.9）

17,775,025

（7.4）

27,758,400

（12.7）

19,270,925
（9.3）

14,430,176

（14.2）

8,632,021
（７６）

13,952,652
（11.5）

12,154,562
（8.2）

261,060

（0.2）

1,319,070

（1.1）

7,0201306
（6.4）

7,553,048

（3.8）

27,395,260

（154）

14,132,375

（8.5）

16,349,411

（10.4）

13,080,446
（9.7）

18,595,010
（12.8）

15,534,000
（6.6）

11,901,800

（8.4）

40,279,625
（18.6）

37,898,625
（159）

56,415,975
（25.8）

82,227,050
（39.8）

三莚
18611）

1862

1863

1864

1865

1866

1867

1868

1869

1870

1871

1872

1873

1874

1875

1876

1877

1878

1879

1880

1881

2）



１４９

(単位：新レイ＝フラン，（）内は'f－セント）
輸出先、1861～1881年

９４３７１

４９F

Ⅱ６）３!

９ｈＩ

DII

］］Ｘ;lＵ

mｅ

］７８

〕５４Ｐ

Ｊｈ４４１卜

HP

DＯＯＯ７１ｅ

1870の両年は空欄となっているため，Ｚａｎｅ［64]，Ｓ２７６によって補充した。
換算したもの。なおロシアの欄はMitchel［39]，ｐ､５５２（邦訳576ページ）によ

Mitchell[39］，ｐ､４９１＆ｐ５５２（邦訳，511,576ページ）によって作成。

イタリア ロシア ドイツ

4,188,751
（4.1）

3,740,818

（３３）

7,835,902

（６５）

13,960,219

（９４）

136,233

（0.1）

９３，０７５

（0.1）

6,546,677

（5.9）

7,600

（００）

2,155,478

（1.2）

2,053,707
（1.2）

3,407,146
（2.2）

4,095,336
（３．０）

1,776,414

（１２）

3,415,634

（１９）

5,000,000

（3.7）

1,985,674

（1.5）

2,146,869

（１５）

4,000,000

（1.7）

5,000,000

（3.5）

5,000,000

（2.3）

6,000,000

（２５）

4,000,000

（１８）

5,000,000

（2.4）

21,218

（0.0）

1,303,405
（０８）

1,118,322

（０７）

1,588,598

（0.9）

3,162,036

（１９）

444,566

（０３）

231,391
（0.2）

159,709

（0.1）

1,143,150

（0.5）

287,600

（0.2）

1,271,500

（0.6）

1,558,475

（0.7）

722,900

（0.3）

1,584,400

（0.8）

ＪＪＪｊｊｊｊｊ１８２１８３９７８０４９５７３５他肌Ⅲ叩ⅢＭⅢⅢＭ細川剛Ⅲ川仙螂乢一
の叩叩印加

００ＯＬ４３

１

そ

21,954,418
（124）

21,463,422

（12.9）

14,891,431

（9.5）

10,000,719

（7.4）

22,056,311
（15.2）
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第５表ルーマニアの

オーストリ葦11彗星’

［備考］１），２）第４表と同様にした。

[資料出所］Ｂ且icoianu［３］，Ｓ､１６４，Ｚａｎｅ［64]，Ｓ､２７３，Repo7t［52]，ｐ､３６，

オーストリア イギリス フ フ ンス ロシア

29,250,015

（440）

33,202,576

（512）

37,459,633

（51.9）

40,124,872
（509）

２８，９１５，１５１

（42.5）

33,468,841

（46.9）

31,406,378

（44.5）

41,849,537
（46.1）

40,328,128
（48.6）

37,815,384

（52.8）

37,028,629

（44.7）

38,773,290

（35.5）

39,348,143
（40.2）

48,308,102

（39.3）

40,206,069
（39.9）

78,885,050

（47.5）

179,782,750

（53.6）

168,043,000

（548）

124,754,850
（49.0）

126,401,450
（49.5）

134,963,200
（49.1）

16,332,021

（24.6）

10,070,638
（15.5）

9,012,624
（12.5）

10,201,976
（12.9）

12,623,189

（18.6）

12,733,036

（178）

12,368,679
（17.5）

17,167,217
（18.9）

14,390,820

（17.4）

21,379,422

（19.6）

22,409,611
（22.9）

32,849,683

（26.8）

25,158,227
（25.0）

26,999,700
（16.3）

37,194,825

（11.1）

52,924,150
（17.3）

50,529,275
（19.9）

57,359,850

（22.5）

50,508,250

（18.4）

6,788,312

（10.2）

7,602,737
（117）

7,939,737

（110）

10,672,767
（13.5）

11,160,203

（16.4）

12,061,489
（169）

8,417,962
（119）

10,549,331
（116）

9,819,459

（118）

15,632,645

（143）

13,534,527

（13.8）

15,684,240

（128）

15,560,859
（15.4）

28,342,100

（17.1）

38,800,800

（11.6）

15,903,875

（５２）

15,450,900
（６１）

18,378,850

（7.2）

22,670,900

（8.3）

2,218,422

（3.3）

1,996,414

（3.1）

3,023,502
（４２）

4,930,706
（6.3）

6,608,361

（9.7）

3,679,056

（５２）

2,584,328
（3.7）

2,771,717
（3.1）

3,267,273

（3.9）

3,830,580
（3.5）

2,918,499
（3.0）

2,976,388
（２４）

2,395,906
（2.4）

5,000,000

（3.0）

27,000,000
（8.0）

28,000,000

（9.1）

11,000,000

（4.3）

６，０００，０００
（2.4）

６，０００，０００

（2.2）

垂
18611）

1862

1863

1864

1865

1866

1867

1868

1869

1870

1871

1872

1873

1874

1875

1876

1877

1878

1879

1880

1881

2）



１５１

(単位：新レイ＝フラン，（）内はパーセント）
輸入先、1861～1881年

Ｍ１卜

J６９

9４０６

４Ｚ［

６９３卜

Lｆ１ｕ

３８卜

４８

Mitchell［39]，ｐ､４９１＆ｐ５５２（邦訳，５１１，５７６ページ）によって作成。

740,199

（1.1）

297,155

（0.5）

282,123
（0.4）

207,295

（0.3）

658,504

（１０）

664,531

（0.9）

457,415

（0.6）

472,490

（０５）

1,182,784
（1.4）

478,658

（0.4）

351,263

（0.4）

733,535

（0.6）

374,280
（0.4）

7,897,251

（11.9）

10,309,963

（15.9）

13,451,736
（186）

11,703,792

（149）

6,919,287

（10.2）

7,748,560

（10.8）

7,349,308

（10.4）

9,953,945

（110）

10,476,460

（126）

17,727,085

（16.2）

8,570,997
（8.8）

12,475,676
（10.2）

7,354,262

（７３）

6,680,179

（9.5）

6,055,897

（6.7）

6,123,907
（7.4）

4,900,305

（6.8）

5,569,767

（６７）

7,376,581

（6.7）

7,433,739

（７６）

6,171,037

（５０）

4,969,413

（４９）

14,837,175

（8.9）

39,567,375

（118）

19,904,300

（6.5）

18,461,950

（7.3）

23,930,225
（9.4）

31,775,925

（11.6）

他のそツイー時‐．レノ卜アリタイ

ｊｊｊｊＪｊＪｊ９８８０６３４２０７３５３８５２刈４，２別１筋１蛆１布ｌ巧１胡２９９００９９００７く７く９く０く４く３く５く９く７０６４５７８６１３９９１０２９
？７

９？？９

３１

１１１１
６３０

ｊｊｊＪ４９８８４３９３１別３詔３妬２焔
ｊ８４｜｜Ｍく伽く川く剛く肌く一

一一

９１９９１１４３３４■■
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第８表ルーマニアの相手国別

－ハンカリー

３６１～ｌ８ｆ

366～Ｉ８７Ｃ

３７］～１８

３７６～１８８０

［備考］１）第４表，第５表の空欄となっている年は除

２）輸出については1872,1873年を除外して平

[資料出所］第４表，第５表，Bdicoianu［３］，Ｓ１６３，ｓ

最後に第８表によって相手国別貿易収支をみておこう｡全体として黒字

を計上している１８７５年までの時期についてみれば，オーストリア，イギ

リス，ドイツに対する赤字がトルコ，フランス，イタリアに対する黒字に

よって補填されるという構造が明らかであろう。全体として赤字となる

１８７６年以降については，オーストリア’イギリス，ドイツに対する赤字

幅が増大し，さらにフランスに対しても赤字になっていることが注目され

よう。

以上，トルコに対する一方的な穀物輸出によって豊かな購買力をもつノレ

ーマニアは，当時の先進国であるヨーロッパ諸列強の側からみれば，自国

に対する穀物供給国としてのみならず，自国の工業製品に対する魅力的な

市場でもあったということになろう。

特に，最大の貿易相手国であり，工業国としては比較的遅れていたオー

ストリアにとってこの点は重要であった。１８７５年のルーマニアとの特恵

的な通商協定の締結と，その後の両国間貿易の増大はこのことを示してい

る7)。

5）フランス側資料との関連ではIonescu［23]，イギリス側ではCernovodea‐

ｎｕ，Marinescu，Gavrild［13],ルーマニア側資料との関連では「自由港（port

franc)」であったガラツイについてのモノグラフであるＢｕ§ｅ［12］が研究状

トルコ
オーストリア

(＝ハンガリー）
フランス

８７０５８６５４６？９９６９４４７２
２１９●０１

１８８０２６２Ｊ９３８８１５ １７９１０１０８６５９８７９０９５１４７
豆垂

1861～１８６５

1866～18701）

1871～1875

1876～１８８０
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貿易収支、1861～1880年（年平均）
(単位：千レイ）

その他イギリス

5,935

1,272

14,667

1,762

8,792

5,327

12,596

5,535

1,684

2,344

－５，１２６

－５，１８９

－２２，３４３

-5622）

32600

外して平均をとったうえで収支を示した。

均をとった値を使用した。

１６６によって作成。

況を知るには便利である。統一前のワラキアについてのPenelea［49]，１８７５

年条約後のトランシノレバニアとの貿易関係についてのTiberian［59］等のほ

か，Stanciu［57]，Sanmartin［56]，Lungu［32］のような，アメリカ，スペ

イン，エジプトとの貿易関係についての個別研究もすすめられつつある。

６）１８２９年（アドリアノープノレ条約）以降，トルコの宗主権のもとにロシアの

保護下にあったモノレドヴァ，ワラキア両公国は，１８５６年パリ条約によってロ

シアの保護を離れ，同時に南西ベッサラビアをモノレドヴァに併合する。１８６１

年に両公国の統一が承認されてルーマニアを名のることになるが，１８７８年ベ

ルリン条約によってトルコからの完全独立が認められ，同時に南西ペッサラピ

アをロシア領に，ドブロジアの大部分をトルコからルーマニア領に編入するこ

とになった。なお，それまでロシア，オーストリア（＝ハンガリー)，オスマ

ン・トノレコの三大帝国に囲まれていたルーマニアは，1878年以降，トルコに

かわって，セノレピアおよびオスマン帝国内貢納国としてのブルガリアと南で接

することになる。さしあたりＯｌｅｔｅａ［48]，ｐ326,ｐｐ､373-374,ｐｐ､411-412

（邦訳，24,74,115ページ)，ＴﾉieS/α/ＢＳＷ"s'Yeczγ-ＢＯＯﾉｳ,1879,ｐ､357等を参

照。

７）Bindreiter［７］は，独立への支持とひきかえに結ばれたこの協定の締結か

ら，独立後，保護主義を強めて「関税戦争」をひきおこすルーマニアとオース

トリア・ハンガリーとの間の利害関係の変化を扱うすぐれた研究である。なお

この協定によって当時オーストリア＝ハンガリー帝国領だったトランジルヴァ

ニアが対ルーマニア輸出によって工業を発展させたという問題があるが，これ

についてはTiberian［59］をみよ。
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Ｈ外国銀行の進出と事業展開

この時期のルーマニアにおける最大の外国銀行はくルーマニア銀行

(BancaRomaniei,BanquedeRoumanie,BankofRoumania)＞である。

ここでは同行の事業展開をそれじたいとして考察することにしたいが，そ

の前に同行の前身であるくオスマン帝国銀行（Banquelmp6rialOtto‐

mane)>，さらにその前身というべき<オットマン・バンク（Ottoman

Bank)〉のルーマニアでの活動からみていくことにしよう。

１〈オスマン帝国銀行〉

Ａ前史：〈オットマン・パンク＞支店（1856-1862年）

〈オットマン・パンク＞がオスマン帝国政府と関係の深いイギリスの政

治家や，ロンドンの有カマーチャント・バンカー，ＧＧｌｙｎ等の資本家グ

ノレープによって創設された資本金５０万ポンド（全額払込み）のイギリス

の株式銀行であること，などについては拙稿[42］の参照を願うこととし

て，ここではそのルーマニアでの活動についてみよう。

同行は創設のその年のうちに8)，６月コンスタンチノープノレ，７月ガラ

ツィ，９月スノレミナ，１０月ベイルート，と支店を開設する（Ｔﾉ?ｃＢＺｚ"んcγs，

MZgzzzj"ｅ[以下Ｂ・肌と略記],ＶｏＬＸＶＩＩ,Aprill857,ｐ､351)。このこと

は，オスマン帝国の「国立銀行」としての利権獲得を指向しながらも，さ

しあたりは貿易金融中心の「商業的業務」に基礎をおく同行にとって，こ

の時期急速な拡大をみたガラツィの穀物貿易の魅力を示すものとして注目

に値しよう。

ちなみに１８５６年のガラツイヘの支店開設はルーマニア金融史にとって

も最初の近代的信用機関とされている（Angelescu［1]，ｐ､390,Berindei

siPopovici[6]，ｐ､213)。

同支店の運営は，ガラツィ在住のイギリス人貿易商で肉の罐詰め工場な
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ども所有していたＡＬ・Powellや，ＨＡ・Jacksonによってなされたとい

われている（Angelescu,ＩＭＬ,Ｂｕ５ｅ［12]，pp83-85)。同支店は穀物輸出

を中心とする貿易金融を主な業務とし，現地商人を相手に手堅い取引を行

なっていたが，商人の農場購入への貸付やIorguGhica将軍，Neculai

Steriadi大佐等の高級軍人への貸付も行なっていたようである，)。

オットマン・バンク全体としては当初は順調な業績をあげ，１８５６年度

下半期には１０％の配当を出しているが，世界恐'院の影響によって1857年

下半期には無配となり，同行取締役会長は株主総会の席上で為替相場の不

安定をあげて弁明に努めている（拙稿[42],199-200,205ページ)。

しかしながら，プロシア人銀行家FriedrichLudwigNulandtを中心と

するグノレープが1856年にモノレドヴァの国立銀行としての利権を獲得し，

1857年２月からヤシーで業務を開始し，３月にはガラツィにも支店を開設

したモノレドヴァ国立銀行(BancaNationaldaMoldovei）が対政府金融の

失敗から1858年３月には支払停止となるのに比して'０)，〈オットマン・バ

ンク＞はトルコ政府債の発行業務に参与することによって1858年下半期

にはボーナス付きの１４％配当を出し，｜頂調な回復をみせている（前掲拙

稿)。

とはいえ，ガラツィ支店の業務が軌道にのったのはようやく１８６０年く

らいのことのようである。１８６０年３月１３日の株主総会でレイヤード会長

は次のように言う。

「ガラッィ支店はパウエノレ（Powell）氏の巧みな管理のもとにあり，満足のい

く成果を示しております。この半年間は前の半年間に比べて特にそうでした。両

公国（Principalities）で我々が得ている評価からみて，取締会は，その方面にお

ける当行の事業が時とともに大きく拡張していくものと考えております｡」（且

肱,ＶｏＬＸＸ,Aprill860,ｐ､259.）

その後，洪水による被害を受けながらも'1)，〈オットマン・バンク＞の

事業全体にとってのガラツィ支店の重要`性は増大していく。

1861年９月４日の株主総会への報告書は次のように述べる。
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「この半年間の当行の通常業務は制限されたものでした。とはいえドナウ両公

国では，現地支配人ＡＬ､パウエル氏の有能な管理のもとで，通常業務それ自体

が拡大し，大きな利益をあげ，将来を約束されたものとしています｡」（Ｂ･M

Vol・ＸＸＩ,September1861,Ｐ652）

同じ総会で，会長は，ガラツィの現地支配人の要求によって，事業の拡張，

新支店の開設を検討中であることを明らかにしていたが'2)，翌１８６２年３

月１７日の第６回株主総会への報告書は，「前回の報告以降，ブカレストに

支店が設置され，最大の好感をもって現地社会に受け入れられ，満足のい

く結果を約束しています」（B・ＭＶｏＬＸＸＩＩ,Aprill862,ｐ,224）と述べ，

プルス会長は，ブカレスト支店の開設が「現地当局から最強の支持を与え

られ，なかでもクーザ公(PrinceCouza）が大きな関心を示され，協力，

援助を約束しました」（。，.α/、ｐ`225）と説明を加えている。同年９月１０

日の総会への報告書は「ブカレストに支店を設置することの好結果につい

ての取締役会の期待は満たされ，この支店は半年間で＋分な利潤を実現し

ました｡」（Ｂ`ＭＶｏＬＸＸＩＩ,October1862,pp6644-645）と述べ，統一ル

ーマニア君主の保護のもとでの首都への支店設置の成功を確認している。

一方，〈オットマン・パンク＞の業績は1861年下半期から好調となり，

1862年上半期には臨時総会によって資本金を１００万ポンドにする倍額の

増資を可決したうえでトルコ政府債の発行業務に参与し，純益の絶対額を

前年同期比で４倍弱にふやし，配当も前年同期８％に対してボーナス込み

で１５％を出し，１８６２年下半期にはボーナス込み２０％配当を実現する。

株価もこれを反映して１８６２年初頭から急上昇を示し，増資による新株も

1862年８月の当初からプレミアム付きで，払込額の倍以上の価格で取引

されている（拙稿［42]，204-208ページ)。このようにいささか投機的な

事業拡張の中にあって，ＷＣｌａｙ会長は，対政府取引の多いコンスタンチ

ノープノレ支店に比して「スミノレナとガラツィとはより商業的」（の．伽，

ｐ647）であるとして，ガラツイ支店の事業の健全性を強調している。
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Ｂ〈オスマン帝国銀行＞支店（1863-1866年）

〈オットマン・バンク＞を解散し，フランスの資本家グループと合同し

て，オスマン帝国の独占的発券銀行としての利権を得て再出発することが

同行の株主総会によって決定されたのは，同行の業績がその頂点にあり，

株価は史上最高値を示していた１８６３年３月のことであった（拙稿［42]，

206,208ページ)。

すでにサロニカ，アデン，ラノレナッカヘの支店開設をすませた１８６４年

６月１５日に開かれたくオスマン帝国銀行〉の第１回株主総会の席上，ク

レイ会長は，「旧オットマン・バンクはその支店を資本の利益ある運用の

ための源泉としてきました。その支店とは４つであり，ガラツィ，ブカレ

スト，スミルナそしてベイルートにあります｡」（Ｂ・ＭＶｏｌ、ＸＸＩＶ,Ｊｕｌｙ

1864,ｐ652）と述べて，ガラツィ，ブカレスト両支店の重要性を確認して

はいるが，以後1865年１１月までには１７の支店をもつまでに拡大した同

行の株主総会への報告書やそこでの発言には，両支店の活動についての言

及はみられない。

しかしながら，1864年８月１０日には，ロンドンのマーチャント・バン

カー，SternBrothersとくオスマン帝国銀行＞とが発行業者となって，

名目額で916,000ポンドにのぼる７％利付ルーマニア政府債をロンドンで

発行する契約がなされている（Angelescu[l]，ｐ391,及び後出第１９表を

参照)。この政府債の発行手数料は５％，発行価格は８６％とされているか

ら，手数料収入だけでも約４万６千ポンド（これは１８６１年度のオットマ

ン・パンクの純益５万２千ポンドに迫る額である)，市場価格と発行価格

との差額のプレミアム収入を含めれば，それ以上が発行業者の手中に入っ

たことになる'3)。

同行の事業の積極的な展開が好業績を生んだ1864年に比して，１８６５年

には同行の業績はかげりを示すが，同年末までの数回の臨時株主総会によ

って増資を決定することによって積極的な姿勢は維持される（拙稿［43]，
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94-99ページ)。

１８６６年６月２７日の総会の報告は，「コンスタンチノープノレや小アジア

でのコレラ……棉花や東洋諸産品の大暴落，事業における他の諸機関との

競争の激化」（Ｂ・肌,ＶｏＬＸＸＶＩ,August1866,ｐ､943)等の「例外的な`性

格の諸事件のために，１８６５年の事業は制限され，当行の利益は減少」

(ＩＤ〃.,）したとして，前年の年１５％から1865年は１０％への減配を提案

する。それにもかかわらず，スミノレナその他の諸支店からの報告は前進を

示しており，コンスタンチノープルでは下落したが特にロンドン代理店

(LondonAgency）では利益の大きな増大があり，ガラツィとブカレスト

を除けば，不良債権もそれほどではないとの説明がなされる（。，．α/､，

p`444)。こうしてルーマニアにおける同行の事業が再びクローズ・アッ

プされることになる。この損失について，クレイ会長は次のような説明を

行なっている。

「モノレダピアとワラキアの両公国における損失は，疑いもなく大変な凶作一

住民たちは穀物(grain）を輸出するどころか，自分たちの生存のために飢隆価格

（famineprices）でそれを購入せねばならなかったのです－に帰せられます。

ガラツィにおける当社(theCompany）の経営の失敗は，我々の最も古くからの，

最も信頼するに足る従業員の－人が，疑わしい性格の担保をとったことによって，

取締役会の命令に直接に違背したという行為の結果であります。ブカレスト支店

でも経営の失敗がありましたが，そこでも同じ紳士のもとで経営が行なわれてい

たのです。……しかしながら，取締役会のとった処置によって，ブカレストとガ

ラツィでの経営の失敗が再び繰り返されることはないということを報告できるこ

とを喜びたいと思います｡」（ＯＰ.ｃ".,ｐｐ､945-946）

この「取締役会のとった処置」とは，この総会への報告書における次の

だりを指す。

「同じ期間に両公国において，ルーマニア政府からの直接の利権のもとに，国

立銀行(anationalbank）が設立されました。その利権では，当行がガラツィと

ブカレストでこれまで用いてきた資本の範囲だけ関与することになっています。

我々取締役は両公国における銀行業は疑いもなく大きな価値をもつものであり，
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政府の特別の利権の権威と，ブカレストに本店をおく組織のもとで運営されるな

らば，オスマン帝国銀行の支店によってなされるよりも，より充分に，危険なく

事業を営むことができると考えます｡」（乃岻,ｐ､944）

こうして，増資によってオスマン帝国銀行自体の事業は拡大される一方

で，ルーマニアにおける支店は放棄され，国立銀行としての利権を得た別

会社に対する出資という政策転換がなされたわけである。かなりの紛糾を

みたこの総会において，株主の間からはこの点についての異論はみられな

い。監査の不充分をつく発言に対して取締役側は，同行はイギリスの銀行

ではなく，「オスマン政府の特許状に基づく単なる株式会社（soci6t6

anonyme)」であって，トルコ政府が監査人の任命を拒否したこと等をあ

げて弁明し，特にブカレストとガラツィの損失については，「代理人の不

誠実」といったものではなく，「平均的な収穫に基づいた担保に対して前

貸しをしたところが，1865年の収穫が1864年よりも悪化し，当行の保有

する担保が減価した」という「単なる`慎重さを欠く経営の問題」であるこ

とを強調している（。P・鰍，ｐｐ,947-948)'4)。執勧な株主の追求に答えて

取締役のドレイク氏は「すでに引き落とされたガラツィの損失40,000ポ

ンドを含めて，不良債権の総額は66,574ポンド」としており，同年の諸

経費総額73,429ポンドと比してみても同行の政策転換をもたらした損失

の大きさがしれよう（。P､c肱,ｐ､949)'5)。

２〈ルーマニア銀行〉

Ａ設立と利権問題（1865-1869年）

かくしてようやく<ルーマニア銀行〉について語りうる地点に達した。

ただし，初期の同行については不明な点が多い。

ブカレストの政府文書等を典拠とするＺａｎｅによれば，〈オットマン・

バンク＞の<オスマン帝国銀行＞への再編が決定された直後の1863年（５

月２１日／６月１日［新暦／旧暦，以下同様]）にパリのクレディ・モピリ
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エを代表するAdolphedeHerzと，オスマン帝国銀行を代表するHA

Jacksonとが共同で利権を獲得するとの合意に達したが，実際に獲得した

のは１８６５年１０月１９／３１日のことであった（Zane[65]，ｐ２５，，．１.)'6)。

これは先に引いたオスマン帝国銀行会長の発言とも一致する'7)。

利権の内容は，「30年間にわたって，５０フランを最小額とする持参人払

い及び一覧払い手形（billetsauporteuretavue）を，総額が正貨準備金

の３倍を越えない範囲で発行する独占権（monopoled6mettre)」（L，

ECO"o"zjSteFMzpajS,samedi,31,juilletl875,ｐ､156）といわれている。

しかしながら，同行がくオスマン帝国銀行〉の支店を受けついでブカレス

トを本店とし，ガラツィを支店として業務を始めた1866年（２月１７日／

３月１日）には，ほぼ同時に起こった政変のために利権の行使が禁止され

る（Maciu[35]，ｐ､4/71,Angelescu[2],ｐ､751,,.1)。

とはいえ，単なる商業銀行としては，貿易金融を中心に業務を続け，

BankofRoumaniaの名称を用いるようになったといわれる（Maciu，

ID〃.)'8)。

1867年（４月２２日／５月４日）は通貨改革が行われ，それまでの雑多

な通貨の流通にかわって，複本位制のラテン貨幣同盟のもとに，フランと

同じ価値をもつべく設定された新レイが採用された年であるが'9)，同年

10月にルーマニアを訪れたクレディ・リヨネの代表は，政府関係の金融

業務の乱れを,慨嘆し，それに比してのブライラやガラツィの銀行業の発展

に目を見張っている（Bouvier［11]，ｐｐ､509-510)。１８６８年にはくルーマ

ニア銀行＞の仲介による対ルーマニア政府貸付をためらったクレデイ・リ

ヨネも，１８６９年９月までにはくルーマニア銀行＞との取引関係をもって

いたようである（。P・伽,ｐ､511)。

同行が利権を行使しえなかったことに対する賠償金として政府から７５

万フランが支払われたともいわれるが（Angelescu［2]，ｐ７５１，，．１，

Marinescu[37],ｐ779,,.22)，利権問題が一応の決着をみたのは１８６９年
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１１月のことである（Ｒｏｍa§canｕ§iSitescu［54]，ｐ560)。この時期の

〈ルーマニア銀行＞の「困難」について，１８７０年６月の<オスマン帝国

銀行＞株主総会の席上，Ｔ､Ｃブノレス会長は次のように回顧している。

「……公衆の前に明らかになったために私が触れておきたいことが－つありま

す。みなさん方は三年前に当行がルーマニアの両公国からひきあげたことを御存

知のことと思います。こうすることは様々の理由によって適切と思われました。

当時オスマン帝国銀行は両公国においてそのような機関をもつべきではないと思

われたにもかかわらず，当時独立の業者達によって設立されたそのルーマニアの

銀行(theRoumanianBank）にかなりの利害関係をもち，我々の代理店を購入

したのです。……その機関は存立した最初の二年間，ルーマニア政府との関連で

のその地位からくるかなりの困難を経験しました。ルーマニア政府は最近の革命

の頃，その機関に利権を供与しました。その利権は議会(theChamber）によっ

て拒否あるいはむしろ認可されず，その時以来，そのルーマニアの銀行と両公国

政府との間でその銀行に充分な足場を与えるべく，交渉が続けられたのです。昨

年のうちにこれらの交渉は満足のうちに終結し，その銀行は利益のあがる事業を

おこなうばかりとなりました｡」（Ｂ・〃.,Vol・ＸＸＸ,August1870,ｐ,668）

ブノレス会長は続けて次のように述べて発言をしめくくっている。

「その機関に大規模の事業を行なう機会を与えるために，株式を公開してその

銀行を拡張することが，関連するすべての人々にとって望ましいと思われました。

そしてこのことは実施され，かなりの部分がいまだに当行によって保持されてお

ります。というのも我々はいまだにトルコにこのように密接に関連した国に利害

関係をもつべきだと思われるからであります（喝采)｡」（乃乢）

Ｂ事業展開（1870-1881年）

1871年６月２６日，ロンドン代理店（LondonAgency）の事務所にて，

<ルーマニア銀行〉の「株式を公開して以来初めて」の株主総会が開かれ

ている（Ｂ､Ｍ・ＶｏＬＸＸＸＩ,Ｊｕｌｙ1871,pp639-640)。会長の発言によれば，

｢株式はくオスマン帝国銀行＞によって発行され……株式発行にあたって

の責任はくオスマン帝国銀行＞が持っている」という（。P､ｃが.，ｐ､642)。

<オスマン帝国銀行＞はこれによってかなりの発行プレミアムを得たもの
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第９表くルーアニア銀行＞の取締役

考役職，在任期間など 備名 月I」

＜ロンドン委員会＞

1870～ ＜オットマン・バンク＞，取締役，

＜オスマン帝国銀行＞発起人，取締

役，＜アングロ・オーストリアン・

バンク＞取締役，＜レンベルク・チ

ェルノヴィッツ・ヤシー鉄道会社＞

取締役，InternationalFinancial

Society取締役。

＜オットマン・バンク＞取締役，＜オ

スマン帝国銀行＞発起人，取締役，

1881年以降，＜アングロ・オースト

リアン・バンク＞取締役。

＜アングロ・オーストリアン・バン

ク＞取締役。

＜アングロ・オーストリアン・バン

ク＞会長。

＜オットマン・バンク＞取締役，＜オ

スマン帝国銀行＞取締役，1870年以

降は同会長。

＜オットマン・バンク＞取締役，＜オ

スマン帝国銀行＞取締役，Fletcher，

Alexander＆ＣＯ． 

＜オスマン帝国銀行＞発起人，取締

役，1874年以降，＜アングロ・オー

ストリアン・バンク＞取締役，＜レ

ンベルク・チェルノヴィッツ・ヤシ

ー鉄道会社＞取締役。

LondonandSanFrancisco 

Bank取締役，International

FinancialSociety取締役，ロンド

ンのマーチャント・バンカー，Stern

Brothers 

ＬａｃｈｌａｎＭａｃｋｉｎ－ 

ｔｏｓｈＲａｔｅ 

1870～ PascoeduPre 

Grenfell 

ＣｈａｒｌｅｓｄｅＭａｙｅｒ 1870～1874 

Ｃｏｕ７ｚｔＫｉｎｓｋｙ 1870～1874 

Ｔ/ｚｅＨｏ７ｚａｒａ６Ｊｅ 

ＴｈｏｍａｓＣｈａｒｌｅｓ 

ＢｒｕＣｅ，Ｍ．Ｐ・

ＪａｍｅｓAlexander 

1874～ 

1874～ 

ＳＺ７Ｗｉｌｌｉａｍ 

ＲｉｃｈａｒｄＤｒａｋｅ 

1870～ 

少なくとも1881年ま

でには就任

Ｂａ７ｏ７ｚＨｅｒｍａｎｄｅ 

Ｓｔｅｒｎ 

くパリ委員会＞

1880年に再選 ＜オスマン帝国銀行＞発起人，取締

役，パリのオート・バンク，Mallet

fr6reetCie． 

ＣｈａｒｌｅｓＭａｌｌｅｔ 
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名前

ＣｈａｒｌｅｓＡ、

Ｄｅｍａｃｈｙ 

ＣａｓｉｍｉｒＳａｌｖａｄｏｒ iif可rflWlilil無上露irIinl1
1880～ 

1876年に死亡退職。

＜支配人＞

1870～1876 ＜レンベルク・チェルノヴィッツ・

ヤシー鉄道会社＞取締役。

ＡｄｏｌｐｈｕｓｄｅＨｅｒｚ 

Ｄｅｍ６ｔｒｅｄｅＦｒａｎｋ 1876～ 

＜監査役＞

少なくとも1881年に

は就任

1866～1867,1870～1871年にはルー

マニア首相，1881年には在ロンドン

全権公使，1873年にはBodenkredit

取締役

涙rｍｃｅＩｏｎＧｈｉｃａ

同上Ｗ、Ｈ・Ｗａｒｄ

[資料出所］Ｔ/ｚｅＢα"んe7s，Ｍａｇａｚｍｅ各号，Compass各号，Baster［４］

ｐｐ､２４７－２４８，Bindreiter［７］，Ｓ３０５，Ｅｍｄｅｎ［20］ｐｐ､２５９－ 

２６１，ｐ､１５２，＆ｐ､３９４，拙稿［42]，198-199ページ，拙稿［43]，

79-81ページ，Ｂａ､虎ｑ／Ｒｏｕｍα"iα；ReportFo7P7ese几ta-

tzo〃ｔｏt/ｚｅＥ/eUe〃t/zGe"era/Ｍｅｅｔｍｇｑ/Ｓ/za7e/ｚｏＪｄｅｒｓｔｏ６ｅ

ＭｄｍＬｏ"dolz，ａｔｔ/ｚｅＯﾉﾂﾋﾟｃｅｓｑ／t/ｚｅＢα"ん15,Moolgate

Street，ｏ７ｚＭｏ"day,ｔ/ｚｅｍｔ/Ｍｕ"e,1881,及びBZog7qp/Disc/ｚｅｓ

ＬｅｍんonZu7GescﾉZZc/zteSijdostezLropas，によって作成。

と思われる（１１Ｗ.,)。

株式は額面里２０で５万株，名目資本金は１００万ポンド，払込資本金は

４０万ポンドの株式会社（soci6t6anonyme）であった（。，．ｃが.，ｐ､643,

L'ECO"o”ぶcFyzz"CajS,samedi,31,juilletl875,ｐｐ､155-156)。

以後，同行の活動についてはバンカーズ・マガジーン誌上に公表される

諸資料から推察することができる。

まず第９表によって１８７０年以降の同行の取締役会の構成をみておくこ

とにしよう２０)。

会長をはじめとする〈オスマン帝国銀行＞との兼任取締役がほとんどを
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第１０表くルーマニア

［備考］１）１２月３１日の期末決算。２）＜Reservefund＞品22,464に

[資料出所］ＴｈｅＢａ〃んers，Ｍａｇａｚｍｅ各号によって作成。

占め，「この銀行の委員会はオスマン帝国銀行の委員会と同じ」（株主の発

言，Ｂ`Ｍ,ＶｏＬＸＸＸＩ,Ｊｕｌｙ1871,ｐ､643）とまで言われた同行の性格が現

われている。

なお，英仏の取締役がほぼ半々を占める〈オスマン帝国銀行＞に比して，

パリ委員会の人数が少ないことは「若干のフランス資本が関与しているが

株主の大半はイギリス人である」（L'ＥＣＯ"o腕ｄｓｔｃＦｍ"pajS，samedi，３１，

juilletl875,pl56）といわれる状況を反映するものであろう21)。

そこでロンドン委員会のメンバーに注目してみれば，〈アングロ・オー

ストリアン・バンク＞あるいは<レンベノレク・チェノレノヴィッツ・ヤシー

鉄道会社＞といった，オーストリアの企業との兼任が目につくであろう。

Mayer氏などはわざわざ〈オスマン帝国銀行＞と無関係な人物として宣

伝されているくらいである（先の株主の発言に対する取締役側の答弁，

Ｂ`Ｍ,ｏｐｃｉｔ.)。このようなオーストリアとの関係は前章でみた貿易関係

資 産

手許現金
受取手形，
その他証券

証券担保
前貸

当座勘定 営業設備
未払
資本金

計

51,941 

89,503 

66,532 

117,172 

43,871 

49,469 

59,434 

169,670 

ｎ．ａ． 

247,549 

138,888 

77,796 

343,063 

446,5,34 

462,396 

540,346 

597,751 

493,816 

376,504 

347,200 

ｎ．ａ ● 

454,748 

608,084 

566,974 

４ ７ ９ 
９ 

６ 181,184 

198,465 

393,070 

341,733 

366,278 

286,728 

188,525 

269,545 

ｎ．ａ． 

240,261 

234,249 

227,519 

８００５００００ ６２２３６４６２ ８９０１０９４６ ００？？９１０１ ４４５５５４５４ 
ａ ● 、

０４１ ９００ ２４０ ３４４ 

600,000 

600,000 

600,000 

600,000 

600,000 

600,000 

600,000 

600,000 

600,000 

600,000 

600,000 

600,000 

1,188,031 

1,339,422 

1,527,020 

1,604,387 

1,612,962 

1,434,954 

1,229,923 

1,391,036 

ｎ．ａ． 

1,545,848 

1,585,627 

1,476,291 

年 1） 

1870 

1871 

1872 

1873 

1874 

1875 

1876 

1877 

1878 

1879 

1880 

1881 



１６７ 

(単位：ポンド・スターリング，端数は切りすて）
銀行＞の貸借対照表

負 債

利益金

1,000,000 

1,000,000 

1,000,000 

1,000,000 

1,000,000 

1,000,000 

1,000,000 

1,000,000 

1,000,000 

1,000,000 

1,000,000 

1,000,000 

61,141 

164,375 

162,222 

111,157 

119,883 

138,936 

51,677 

142,020 

ｎ．ａ、

182,045 

170,286 

131,769 

68,064 

90,297 

287,066 

443,073 

418,925 

251,397 

131,955 

167,283 

ｎ．ａ、

176,716 

239,438 

146,832 

18,484 

17,647 

23,169 

10,572 

13,696 

8251 

9,321 

８，５１３ 

ｎ．ａ、

8,265 

5,670 

4267 

40,342 

63,067 

44,220 

25,128 

44,079 

15,903 

20,602 

37,754 

ｎ．ａ、

73,248 

57,635 

75,251 

4,034 

１０，３４０ 

14,454 

16,376 

20,464 

16,368 

35,4642） 

ｎ．ａ、

105,571 

112,597 

118,170 

＜Specialreserve＞品１３，０００として計上された額を加えた。

の緊密さからみても重要であり，次章で鉄道金融を考察する際に改めて検

討することにしたい。

なおイオン．ギカのようなルーマニアの有力政治家との関係にも注目し

ておいてよいであろう。

第１０表，第11表は，同行の年々の貸借対照表，利益処分を，第１２表

はそれらから作成した若干の指標を示している。

全体として１８７０年代の事業は，利子収益効率の変動が示すようにかな

りの波乱含みであったといえよう。損失こそ出していないが１８７５年には

利潤率は３．５％にまで下落し，積立金を取り崩して配当を出している。つ

いに無配となった翌年にはロンドン市場での株価は払込額の半分以下への

下落を示す（第１３表)。５０％前後というかなり高い自己資本比率22)，定

款による年々の純益の’0％の積立金への繰入れといった同行の財務政策

はこのようなリスクを見込んだものといってよいだろう。
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第１１表くルーマニア

［備考］１）積立金の取りくずしを示す。２）内訳は前年の積立令からの

[資料出所］Ｔ/ｚｅＢａんers，Ｍａｇａｚｍｅ各号，Ｌ，EconomZsteFra9ais，samedi，

この時期の同行の主な事業は，商業銀行としての「通常業務｣，対政府

取引，そして「タバコ専売会社」ヘの投資の三つからなるといってよい。

以下，株主総会への報告書やそこでの議論等を素材として同行の業務内容

について今少し<具体的に検討しておこう。

（１）通常業務

第１回株主総会では，「1870年の中頃に現われた」「戦雲」によってル

ーマニアと「フランスとの間の事業関係が中絶」したために期末配当が減

少したと弁明されている（Ｂ･肌,Vol・ＸＸＸＬＪｕｌｙｌ８７１,ｐ､640)。

タバコ専売への投資が十分な業績をあげなかった１８７２年度について，

｢通常業務については……例外的な成功」（Ｂ・川,ＶｏＬＸＸＸＩＩＩ,Ｊｕｌｙ1873,

p､621）であるとされる。

1873年恐'院についてレイト議長は，「みなさんが御存知のように，ごく

最近，ウィーンで商業，金融恐慌（acommercialandfinancialcrisis）

が起こり，……その間接の影響は多かれ少なかれ両公国にも及びました。

しかしながらそれは我々にとっては損失という形ではなく，必然的な事業

総利益 諸経費 純利益
前年より
繰越

当期未処分
利益

積立金へ繰入れ
(純益の10％）
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(単位：ポンド．スターリング，端数は切りすて）
銀行＞の利益処分

役員報酬
（曵り１，ｌｂ）

中間配当 期末配当
（ 

皿ゾ、鍾自五

〕8４

)（ 

DC 

１
Ｊ
 

取りくずし分品4,096,特別積立金ｆ13,000,通常積立金ｆ2,000,である。

14,Juinl879，ｐ､７４４によって作成。

第１２表くルーマニア銀行＞の経営諸指標
（単位：％）

利潤率利子収益効率｜自己資本比率
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［備考］１）第10表の貸借対照表のく資産＞の部からく未払資本金＞項
目を差し引き，＜負債＞の部内のく資本金＞項目をく払込資本
金＞におきかえてそれぞれ合計したもの。

[資料出所］第10表，第11表によって作成。
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(残り１，b）
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の収縮とそれに応じた利潤の収縮の期間という形であります｡」と述べ

「収獲が良好ならば，今年の後半にはかなり良い事業を営むことができ

る」（○ｶ．ｃが.，pp621-622）と展望していた。だが，「1875年の大部分を

占めた金融，商業恐慌は当行によって保有される証券（Securities）の価値

のかなりの減価」をひきおこし，「重大な損失は免れた」ものの，「業務を

制限する」こととなった（Ｂ・肱,ＶｏＬＸＸＸＩＶ,August,1874,ｐ､644)。

業績が最悪を示す１８７５年については，「商業の不況状態，東洋における

政治不安，他の外国債の下落に応じてのルーマニア政府債の減価」（Ｂ、

Ｍ,Vol､ＸＸＸＶＬＡｕｇｕｓｔｌ８７６,ｐ､657）が強調されていた。「ノレーマニア

における非常なる困難の年」といわれた翌1876年には，「商業の不況状態

は今年もより悪化して継続し，大いなる'慎重さが必要だった」としている

(Ｂ､川.,ＶｏＬＸＸＸＶＩＩ,August1877,ｐ6690)。

「1880年の間，不良債権はまったくない」と述べて株主の喝采を浴び

た同年の事業について次のような興味深い説明がある。

「利潤の主な源泉は，割引（discount)，手数料(Commission)，両替(ex‐

change)，そして利子(interest)であります｡割引業務は少し活発になり，そこか

らの利潤は増大しました。手数料についても同じことが言えます。しかし他の＝

つの重要な項目一両替と利子一に関しては，利潤は減少しました。その理由

はわりあいはっきりしています。第１に，打ち歩（agio）について言えば，それ

はかなりの利潤の源泉だったのですが，ロシア銀貨の流通からの引上げが金と銀

との間の差益（margin）を極めてわずかなものにしてしまったのです。このこと

は不利な面を持つと同時に有利な面も持つことはもちろんであります。利子につ

いては，それは単純に貨幣の供給過剰(thegreatabundanceofmoney）という

問題であると言えます。ほんの数年前には両公国における利子率は12％であり，

実際にみなさんはその率で良い担保をとって貨幣を貨し出すことができたのです。

1880年代になると，同じ担保では６％の利率でも貨幣の貨し出し先を見出すこ

とは困難になりました。そして，国立銀行の設立以来，利率はさらに下落しまし

た。というのも国立銀行は，割引率を４％，担保をとっての貸付の利率を５％に

定めたからであります。その時，再びヨーロッパ中に大規模な貨幣の過剰（a

greatplethoraofmoney）がおこり，ルーマニア国庫債券（Roumanian

Exchequerbills）への投資に向かって貨幣が流入しました｡」（ＢＭｉｂ"対,２５，
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Junel881） 

さらに翌年の総会では，「通常業務(currentbusiness）は国立銀行と土

地銀行(CreditFoncier）の競争のために若干の減少をみせた」とし，国

立銀行は「通常業務の手数料を１/４からｌ/６に減らした」と言われている

(TV''2Cs,27,Junel882)28)。

なお同行は本店をブカレスト，支店をガラツィとロンドンに置いていた

が，１８８０年１月１日にはブライラにも支店を開設している（Ｂ､Ｍ，ＶｏＬ

ＸＬ,August1880,ｐ685)。もっとも，ブライラ支店は「支店長のいくつ

かの失敗」（Ｂ"肋"耐,25,Junel881）のために翌年６月までには閉鎖さ

れており，そのために生じた損害は計３５００ポンドほどと報告されている

(Zbjbl.,＆刀加Cs,27,Junel882)。

（２）対政府取引

レイト会長は1871年の事業について次のように答弁している。

「政府に関していえば，我々は「ルーマニア」政府と取引き（dealings）を持っ

ております。新しい借款の発行には関与しませんでした。それは政府自身によっ

て発行されたのです。しかし我々は政府とともに売買（operations）を行なって

きましたし，それは実に満足すべきものでありました｡」（βＭ，ＶｏＬＸＸＸＩ，

Ｊｕｌｙ1871,ｐ､643） 

なおこの借款は「300万ポンド，利率８％，国有地（estatedomains）を

担保，２０年償還，ブカレストにおいて発行，価格75」（〃〃.）とされてい

るが，翌年の総会では「外国市場で拒否」されたために，「現地で売りさ

ばかれる」ことになったこの借款が「今では９３で買うことができるだ

け」（B､Ｍ,ＶｏＬＸＸＸＩＩ,Ｊｕｌｙ1872,po587）として政府の信用と「この地

方の人々の能力」（Djd.）の証左として言及されている。

1880年の国立銀行の開設に関連して次のような言明がある。

「国立銀行(TheNationalBank）は1880年１０月に設立され，もちろんかな

りの競争をひきおこしました。このような銀行が設立されることは長い間期待さ

れていたことであり，次から次へと試みがなされてきましたが失敗してきたので

す。しかし’880年になってそれは現実のものとなり，今では政府の特権銀行
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（thepriviligedbankoftheGovernment）となって．これまでは私達の手

中に集中していた国庫のすべてのサービス（thewholeserviceoftheExche‐

quer）が国立銀行の手に移りました。私は競争，あるいはその影響を過少評価

しようとは思いません。しかし当行は……この損失にもかかわらずその地位を

保持していくに十分なだけの公衆の評価を確立していると私は十分な根拠に基

づいて思いますし，そう言いたいと思います｡」（Ｂ"脇o"た/,25,June,1881）

なお，上の会長発言の末尾で政府信用の改善について触れ，６００万ポン

ドにのぼる借款発行の成功が報じられていた（zMf）が，翌年の総会では，

1881年の利潤が２万ポンドも増加したことは，ほとんどが，この銀行が

参与した借款の売却によるものとされている（刀加Cs,27,Junel882)。

（３）タバコ専売事業への投資24）

第２回総会におけるレイト会長の発言。

「ルーマニア政府は，ある固定した年額と引き換えに，統一公国(UnitedPrin‐

cipalities）におけるタバコの専売権（themonopolyoftobacco）を，当行とフ

ランス=ハンガリア銀行(theFranco-Hungarianbank)，そして有力な資本家

達に対して，１５年の問，引渡すことに決定しました。当行の総支配人は，この

事業から得られる利益について楽観的期待をもって書き送ってきています。おそ

らく最初の年には，そのような種類の大事業に必要な機械類がかなりの出費を含

むために，それほどの利益はあがらないと`思われます。しかし初年度以降には，

それは期待できるだろうと総支配人は考えています｡」（Ｂ・肌,Vol,ＸＸＸＩＩ,Ｊｕｌｙ

1872,ｐ､586） 

翌１８７３年の総会は，このタバコ専売事業への投資が損失を出し，密輸

や熟練労働者不足等の「予期せぬ困難」に直面したことによって粉糾する

(且肱,ＶｏＬＸＸＸＩＩＩ,Ｊｕｌｙ1873,ｐ,621)。会長の弁明。－

「事実，密輸がほとんどで計り知れぬ規模で拡がり，専売の最初の７ヶ月間の

売上げは，実際，組織の出費を支払うに必要な額にも達しなかったのです。＿

私は組織の実際の経費と，政府に支払う巨額の固定額と，数年間での償却のため

の減価償却引当金のことを言っているのです。……信額すべき２人の紳士がパリ

とロンドンから派遣され，総支配人とともに，全力をあげてこの事業に対して努

力を傾注し，組織の大規模な改革が行なわれ，それはすでに実際の成果をあげて

おります｡」（ＯＰ.ｃが.,ｐ､622）
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さらに会長は，「専売の全事業は現在私的に管理されており，株式は公

開されていない」ために「実際の数値は言えない」としながらも，「経費

と収入が等しく１００とすれば，専売の最初の７ケ月の売り上げ収入は，た

ったの631/2」であり，「３月１日に先述の改革が行なわれ」て後，「平均

収入は９０パーセントになり，５月には９５Ｖ2」になり「赤字が大幅に減少

した」と報告している（ＩＭＬ)。なお専売事業投資の評価としては，「株式

が公開されていない」ために減価分を明確に計上することができないが，

今期決算の期間の減価推定分（estimateddepreciation）は引き落とした，

とされている（の.cが.,pp622-623)。

このような取締役会側の説明に対して，Ｍｒ・Mayhew，Ｍｒ・Chapman，

ＭｎＢｉｓｈｏｐ等の株主は激しい批判を浴びせる。彼らの主張は，同行が

「固有の銀行業から離れて，……投機に走っている」というものであり，

①タバコ専売権の売却，②年２回の報告，総会の開催による監査の強化，

を要求する。さらに次のようなスキャンダルめいた暴露を行なっている。

「本日私が聞いた所によると，この銀行タバコの契約を結ぶやいなや，政府

はすぐさますべての沿岸警備隊(coastguardtroops）を引き揚げ，…いわば当

行の手にそれを委だれたわけであります｡」（０，.耐.,ｐ､623）

これに対して取締役会側はブカレストから参加した総支配人ヘルツの次

の様な発言も含む詳しい説明によって，ようやく説得に成功している。

「契約が結ばれる前に密輸が存在したことは知られていました。しかしながら

それは最初の６ケ月のうちに克服されたのです。分割された諸地域がそれぞれ異

なった業者に貸し出されるという新しいシステムが採用され，そのために密輸は

大きく制限されざるをえなくなったのです。売上げは今では倍になりまし

た。..…･」（ＯＡＣが.,ｐ､624）

「利権は政府によって保護されており，以前私達が単独で全く何の保護もなし

に事業を行なっていた所で，今では千人の同業者（partners）が密輸人に対して

行動しています。ドナウ川では戦闘があり，２，３人のトルコ人が殺されまし

た｡」（ＯＡＣ".,ｐ､626）
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翌1874年の総会への報告には「タバコ専売事業はかなりの発展をみま

した」（Ｂ・肱,ＶｏＬＸＸＸＩＶ,August1874,ｐ､644）とされている。そして

1876年の総会に「当行が利害関係を有するタバコ専売会社(theTobacco

Regie）は当該年の一般的な影響をかなりの程度受けましたが，より満足

のいく地位にあり，当年のうちにはその資本に対する収益が期待できそう

です」（Ｂ・肌,Vol,XXXVI,Augustl876,ｐ657）と報告されて以降言及

されなくなる。１８８０年の総会への報告書には，「昨年の総会で可決された

決議に基いて，ルーマニアのタバコ専売会社（theRegiedesTabacsof

Roumania）の株式への当行の投資の清算から生じた72,287ポンド１２シ

リング１０ペンスを計上したために，積立金は増加しました」（ＢｏＭ，

VoLXL,August1880,ｐ､685)。同行がこの清算を完了したのは「1880年

４月」（Ｂ"肋"ぶ,25,Junel881）と言われているが，なぜか財務諸表の

積立金項目には登場していない（第10,11表)。

このタバコ専売事業について，当時のイギリス特命全権大使報告に次の

ような数字がある（第１４表)。同報告によれば，フランスやイタリアの制

度をまねた専売制度は１８６５年に導入しようとして失敗に終わり，１８７２年

４月にイギリス＝フランス会社(anAnglo-FrenchCompany）に請負わせ

ることによって再建され，１８７９年４月には「双方の合意によって」契約

が破棄され，政府当局の大蔵省勘定によって経営されることになったとい

う（Ｒ"o〃［52]，ｐ・１０,なおCreanga［15]，SSl44-145，Creanga［17]，

Ｓ２０９をも参照)。第１４表にみるように，導入された当初は，総収入が低

く，政府にとっては純収入の増加となったものの，請負会社の利潤も含む

べき経費は低く押さえられている25)。しかし，１８７４年以降，販売量，総

収入，経費も共に増加している。政府直営に移行した１８８０年以降の政府

収入の増加は，「一般の予想に反して」（RePo汀［52]，ｐ､１１）のものであっ

たらしく，〈ルーマニア銀行〉が利権を手放す際の事'情を反映していると

も思われる。
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第１４表タバコ専売とその収益

（１）－（２） 

経費（品）

年
一
脇
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
肌
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
肌
Ⅲ
Ⅲ

69,085 

4Ｌ702 

22,584 

152,606 

320,400 

321,562 

321,521 

321,688 

349,150 

390,060 

472,963 

631,907 

646,428 

2,843,000 

4,176,033 

4,982,088 

4,827,981 

4,697,497 

5,572,578 

5,142,002 

6,248,063 

6,208,889 

476,672 

635,040 

746,720 

741,753 

704,993 

867,294 

809,248 

861,200 

875,656 

156,272 

313,478 

425,199 

420,065 

355,843 

477,234 

336,285 

229,293 

229,228 

4,719,981 

6,236,322 

4,577,613 

3,567,040 

1,681,532 

10,502,631 

8,633,152 

［備考］(2)欄は政府歳入を示している。

[資料出所］Repo7t［52]，ｐｐ､２７～２８によって作成。

（４）小括

以上みてきたように，１８７０年代の<ルーマニア銀行〉は，穀物輸出を

中心として拡大する貿易金融を基礎としながらも，「国庫のすべてのサー

ビス」を担い，タバコ専売を請負うなど，ルーマニアの国家財政を蓄積基

盤とする側面を持っていたと言えるだろう。その背後には１２％という利

率に示されるような比較的逼迫した現地金融市場にあって同行が最大の金

融機関であったという事情がある26)。1874年から1876年の間，クレディ・

リヨネのようなフランスの大信用機関が，直接にルーマニアの国庫債券

(bonsduTr6sor）を購入して９．５％の利息を得るよりも，ブカレストの

個人銀行業者JPoumayに７．５％で信用を供与したという事実は，何よ

りも当時のルーマニア政府の対外的信用の程度を物語るものと言えよう27)。
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しかしながら破局的な1876-77年を乗り切って,１８８０年代初頭から状

況は一変する。ルーマニア国庫債券に対するヨーロッパの短期資本の流入

によって利子率は半分以下に下落し，国立銀行の設置，タバコ専売権の国

家による買い戻し，さらには保護主義的政策の開始等によって，ルーマニ

ア政府は政治的な独立と同時に経済的な独立をも達成したかのごとくであ

る。

このことは同行に対しては蓄積基盤の変更を迫るものではあったが，さ

しあたりは新しい環境のもとで同行に好業績をもたらしている（第１１，

１２表)。

次章では，〈オットマン・バンク〉にはじまる外国銀行の活動について，

国家財政の側から検討してみよう。

８）Angelescu［2]，ｐ751,Marinescu［37]，ｐ､７７９は典拠を示さずにオットマ

ン・バンク設立年を１８５５年としているが，同行への王室特許状が認下された

のは１８５６年５月２４日のことであり，スノレタンからの利権獲得交渉を含む複雑

な経過が誤解されたものかとも思われる。イギリス側資料に基づくBaster

［4]，ｐｐ､80-82を参照。なお他のルーマニア側文献にも現われるらしいこの誤

解については，当時の現地紙を典拠とするAngelescu［1]，ｐ･390,,.3の批判

がある。

９）Angelescu［ｌＬｐｐ､390-391には，当時の官報，雑誌類を典拠として主な

取引相手の名があがっている。同行の'慎重さについてはIbjtf，ｐ,424をもみ

よ。

10）モルドヴァ国立銀行については，Angelescu［1]，ppo391-395，Ｒｏｍa§canｕ

§iSitescu［54]，pp559-560，Ｚａｎｅ［64]，ＳＳ､274-275,Berindei§iPopovici 

［6]，ｐ､214等を参照。なお同行は商業銀行として再編され1861年にはBanca

Moldoveiと名のり，１８７７年まではヤシーの有力な地方銀行として存続したと

いわれている（Angelescu［1]，ｐ､395,Maciu［35]，ｐ､471)。1875年５月から

翌年１２月までのエコノミスト・フランセ誌上には「１２年間にわたってヤシー

のモノレドヴァ銀行（laBanquedeMoldaviedJassy）の副支配人

（directeur迄adjoint)」（Ｌ'Ecmzo〃s/eDcz"pα応,samedi,29,mail875,ｐ､683）

だったという人物，Charles-HenriKesslerの特約記事が現われるが，同行の

ことかと思われる。
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11）1861年３月２７日の第５回株主総会でのレイヤード会長の発言。

「ガラツイでは深刻な惨禍が人々をみまいました。川が異常に氷結したため

に，若干の箇所で，また隣接する湖で洪水をひきおこし，考えうる最大の欠乏

と災害とをもたらしたのです。当行の現地支配人は破局を免がれるために最大

の努力をはらいましたが，力及ばず，……犠牲者の救授のためにde250の寄付

をおこないましたが，株主のみなさんがこれに反対しないように望みます｡」

（Ｂ､Ｍ６，Vol.ＸＸＸＩ,Ｍａｙ1861,ｐ､369） 

なお，前掲拙稿所収の利益処分をみよ。

12）Ｈ・ＡＢｒｕｃｅ会長の発言。－

「ガラツィでは成長が保たれています。かの有能な現地人支配人は，資本の

増加を要求してきました。－我々取締役会は，増加した資本はかならずしも

増加した利潤をもたらさないことを承知しております。－しかし我々の支配

人の意見は変わらず，単に量的にではなく，相対的に事業が拡大したというわ

けです（静粛に，静粛に)。新支店の設置が提案され，高い地位の紳士によっ

て催促されており，取締役会の懸案事項となっています。しかし我々は事業の

拡張が，安全かつ利益あるものと思える十分な調査を行なうまでは，いかなる

結論も出す気はありません。（Ｂ・肱,Vol,ＸＸＩ,October1861,ｐｐ､709-710）

なお，１８６１年には，ムンテニアの財務大臣が同行に対して４００万レイの貸

付を要請したが，同行がこれを拒否したために，ブカレストの銀行家HilelB

Maniachが月1％の利率で貸付けることになったといわれている（Angele‐

ｓｃｕ［1]，ｐ､391)。現地支配人の提起はこのような‘情勢と無関係ではないと思わ

れる。

13）Angelescu［1]，ｐ､391は，この取引を同行の対政府貸付に対する態度の積

極化の証左とみている。なお１８６４年にはガラツィ支店はガラツィニレニ間道

路の建設に入札したり，地代徴収請負人（arenda§i）の農場経営への貸付を行

なったりしている。〃〃.,ｐｐ､390-391.

14）同行ガラツィ支店はすでに１８６４年から，それまでに入手していた士地，家

屋を売り始めていたといわれている（Angelescu［1]，ｐ､391)。

15）なお翌年の総会への報告で，「ガラッィの支店の閉鎖以来，種々の原因と複

合した不作続きのために，清算による収入が滞っており，取締役会は前報告で

ふれた額の引き落としを行なうことにした」（ＢＭ，ＶｏＬＸＸＶＩＩ，August

1867,ｐ､785）と述べられたように，その後の整理もはかばかしくなかったよ

うである。

16）Ｒｏｍa§canｕ§iSitescu［54]，ｐ､560は，ＨＡ・Jacksonのかわりに「ﾉレーマ
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ニアにおいてオスマン帝国銀行を代表する銀行家，JacquesLoebel」の名をあ

げているが，ＩａｃｏｂＬ６ｂｅｌｅｔＣｏｍｐ・は，１８６２年に支店が設置されるまで，〈オ

ットマン・パンク〉をブカレストで代表していたといわれている（Angelescu

［1]，ｐ､390)。

17）したがって「オスマン帝国銀行ガラツイ支店は１８６３年にブカレストに移転

され，1865年にBanquedeRoumanieと名のる銀行に再編された」（Ange‐

lescu［2]，ｐ､７５１，，．１，及び，Marinescu［371ｐ､779）はやや不正確である。

Marinescu［37]，ｐ､779,,.22はBanquedeRoumanieと名のったのを１８６３

年とし，さらにBancaRomanieiが1863年に設立されたとするBerendand

Rdnki［5]，ｐ､6７（邦訳，７５ページ）はいっそう不正確と,思われる。ただし後

出のくオスマン帝国銀行＞取締役会長ブノレス氏の発言（Ｂ・肌，ＶｏＬＸＸＸ，

August1870,ｐ､668）にみられるように，１８６５年以前にHerzやJacksonある

いはLoebelによって設立された機関がある種の実体をもつものであったと解

釈しうる余地も残されているように思う。

なおついでながら，BerendandMnki［5]，ｐ､6７（邦訳，７５ページ）には

「1860年のBancaNationaldRomaniei（国立銀行）の開設｣，「1865年にイ

ギリスの支配下に入るオットマン・バンク」(〃〃.,（邦訳，同ページ，ただし訳

文は若干変更）という記述があるが，筆者が調べえた限りの他の諸文献と－致

せず，不正確なものと思われる。たとえば，Creanga［17]，ＳＳ､235-237,

Berindei§iPopovici［6],ｐｐ､212-214,Maciu［35]，pp470-471等をみよ。

18）プライスの銀行家住所録には1867年からＢａｎｋｏｆＲｏｍａｎｉａ［翌年からは

Roumania］の名が登場し，住所は１３，ｋing'ｓＡｒｍｓＹａｒｄ，MoorgateStreet，

ＥＣ.［1872年からはAustinfriarsに変更］となっている（Price［51]，ppo295-

320)。

１９）この改革についてはさしあたり，Maciu［35]，pp468-470を参照。

20）1870年より前の取締役メンバーは不明である。Maciu［35]，ｐ､471は取締役

会(consiliuldeadministra1ie）の会長（primulpre§edinte）としてIonGhica，

総支配人（primuldirector）としてAdolphedeHerzを挙げている。

21）たしかに同行は「イギリス，フランス，オーストリアの資本家」（Maciu

［35]，ｐ､471）によって設立されたのであるが，「フランス資本からなる」

（Lamer［30],Ｓ488）というのは不正確だと思われる。

22）ただし，トルコやエジフ゜トで事業を行なう銀行としては異常に高いものでは

ない。拙稿[441150-154ページ参照。

23）1880年４月１７日に設立され同年１２月１日に業務を開始した，独占的発券
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権をもつルーマニア国立銀行(BancaNationaldaRomaniei）については，さ

しあたりＬｕｐｕ［33]，ｐ､284-285,Creanga［17]，SS237-242，Essars［21]，

ｐｐ`333-344等を参照。

24）なお同行はタバコ専売事業の他に，士地信用銀行（CreditFoncier）の設立

も計画しており，総支配人ヘルツによる計画が政府によって「原則的に採用」

されたが，「かなりの数の策略」によって「しかるべき時まで延期」されたと

いう（Ｂ・肌，Vol・ＸＸＸＩＩＩ，Ｊｕｌｙ1872,ｐ､586)。以後この件についての言及は

ない。この策略についてはMaciu［36]，ｐ､564，結局イオン・ギカを支配人

（primuldirector）として1873年４月に設立されたPrimasocietatedecredit

funciarromindinBucure§tiについてはMaciu[35],ｐ､472を参照。

25）なおMaciu［35]，ｐ４７３によれば，政府に支払う年額は1872-1877年の間，

年額8,010,000レイになっている。

26）とはいえ，１８７０年代の外国系銀行としては，前注１０）で触れたくモノレドヴ

ァ国立銀行＞の後身で，１８７７年までヤシーで業務を続けたくモルドヴア銀

行〉の他に，１８７５年１２月に，ルーマニアの有力政治家VasileBoerescuや

DimitrieGhicaが主導し，パリのオート・バンク，FouldやCamondoが主

資して設立されたくブカレスト銀行(BancadeBucure§ti：BanquedeBuca‐

rest)＞（資本金５０万レイ＝２万ポンド）があるが，やはり１８７７年３月には倒

産している（Maciu［35],ｐ､472,Maciu［36],ｐ､570,Bindreiter［7],Ｓ103)。

なお１８７１年にブカレストで設立されたくルーマニア金融会社（Societatea

FinanciaraaRomaniei)＞（資本金100万レイ＝４０万ポンド）も，現地個人銀

行業者と西欧資本によるものと言われ，１８７３年にはルーマニアの企業家Ｇ・

Heliadによるヤシー・ウンゲニ鉄道に出資しているが，これも1876年に倒産

している（Maciu［35]，ｐ､465,ｐｐ､471-472,3aJIumKHH[63]，ctpl87)。

27）Bouvier［11]，pp511-512参照。なお，Ｊ・Ｐｏｕｍａｙはベルギー出身であり，

ベルギーに財産を持っていたために，1876年末のルーマニア債の大暴落によ

って損失を受けた彼が自殺した後，クレデイ・リヨネはその資金の回収に成功

したと言われている（１Ｍﾉ.)。

ルーマニアの個人業者はすでに1850年代末から「一般的には外国人であり，

現地のユダヤ人かアルメニア人の場合もある」（RePo〃［53]，ｐ､49）と言われ

ていた。マチュウは1876年にブカレストで営業する個人銀行業者は少なくと

も１８とし，主なものとしてMarmorosch，Ｂｌａｎｋ＆ＣＯ.，Chrissoveloni，Ｔｈ・

Ｍｅｈｅｄｉｎｌｅａｎｕ，EvloghieGheorghieff，Negropontes，Deroussi，Sechiari§i 

Rodoconachi,Ｓ・Halfon§ifiiの名を挙げている（Maciu［35]，ｐ､470)。なお
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1848年に設立されたMarmorosch，Blank＆ＣＯ・は1874年にはオーストリア

資本を入れて拡張したといわれている（3aJIumKHH[63],ctp､187)。

Ⅲ国家財政の基本構造

１慨況

まず，第１，２図によって全体の動向をみよう。ワラキアにおいても，

第１図ルーマニア（ワラキア、モルドヴァ両公国）の歳

出入額の変化、及び収支、1851～1861年

（百万新レイ）(百万新レイ）
3０ 1４ 

1２ 

2５ 
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2０ 
８ 

６ 
1５ 
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１８５０１２３４５６７８９６０１８６１(年）

モルドヴァ公国
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５
別
－
１
 

［備考］

1(年）［資料出所］
縮尺の違いに注意のこと。

Dobrovici9iFeraru［19]， 
ｐｐ７４７～748によって作成。
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第２図ルーマニアの歳出入額の変化及び収支、1862～1882年

(百万新レイ）
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[資料出所］Dobrovici9iFeraru［19]，ｐ､７５８によって作成。

モノレドヴァにおいても，財政規模は１８３０年代以降，ほぼ横ばいを続けて

いた（ただしモノレドヴァでは特に１８４０年代半ばにそれまでの３百万レイ

前後から４百万レイ前後へと水準が上昇している，DobrovicisiFeraru

［19]，pP747-748)。クリミア戦争が終わり，穀物輸出ブームによって貿

易高が急増し，政治的には両公国の統一が進められつつあった1850年代

末，財政規模は両公国ともに一挙に３倍程度の拡大を示して１８６０年代を

迎えている。６０年代，７０年代を通じて，統一ルーマニアの財政規模はか

なり急テンポの拡大を維持し，１８８０年までにほぼ３倍になっている。－
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＝＝）色曇
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方，５０年代には相殺される傾向を示していた収支は，６０年代以降赤字基

調となり，特に６０年代後半の政治的激動期，７０年代後半の独立戦争の時

期の赤字幅が目立っている。

これらの赤字は，さしあたり短期の国庫債券の発行によって，やがては

長期の公債の発行によって処理されることになる。この点についての検討

に移る前に歳出および歳入の構成の面から財政膨張の原因をみることにし

たい。

２歳出の構造

歳出の内訳については１８５０年代，６０年代については断片的にしかわか

らないが，７０年代についてはＲｅｐＭ〔52〕による系統的な数値が得られ

第１５表ルーマニアの歳出構造
(単位：％）

その他2）

33.71） 

50.61） 

51.31） 

43.2 

45.6 

43.5 

37.1 

372 

42.6 

37.6 

36.5 

21.5 

17.9 

19.8 

19.6 

19.3 

19.9 

27.6 

343 

23.5 

21.9 

26.8 

1871 

1872 
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９
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８
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１
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０
８
７
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６
１
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５
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●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
 

１
０
９
８
８
８
６
６
６
７
７
 

１
１
 

９
３
９
０
４
３
４
８
３
７
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

５
５
４
４
３
２
９
９
３
８
５
 

１
１
１
 

１
１
１
 

［備考］１）財務省MinistryofFinanceとして計上された分も含む。
２）外務省，法務省，財務省のほか，閣僚費，議会費，王室費，
オスマン帝国への貢納（独立まで）を含む。

[資料出所］Report［52]，ｐｐ２３～２４によって作成。
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第１６表1875年１２月３１日現在の既発行ルーマニア公債

名目額

晶（形）

元利償還年額

品
名称，目的

く財政赤字の補填＞

スターン借款

オッペンハイム借款

王領地借款

５％ラント債

1864 

1866 

1871 

1875 

915,577 

1,264,420 

3,120,000 

1,784,000 

82,488 

122,517 

320,000 

89,200 

小計 614,205 

く公共事業＞

１９の鉄橋の建設

ブカレスト＝ジュルジュ鉄道建設

ドイツ会社の鉄道線（ブルチョロ

バーブカレスト＝ロマン線，テク

チーブルラド線）建設費

ドイツ会社の鉄道線の買収費

ロマン＝スチャバ鉄道建設

ヤシーーウンゲニ鉄道建設

１８６４ 

１８６５ 

１８６７ 

～1869 

481,091 

550,000 

9,925,200 

57,730 

84,000 

744,390 

1872 

1868 

1872 

399,412 

2,061,425 

150,808 

29,920 

154,607 

18,097 

小計 1,088,744 

総計 1,702,949 

[資料出所］Report［52]，ｐ17,ｐ､２３によって作成。

る。それを整理したのが第１５表である。

まず第一に，公債費が常に最大の比率を占め，多い時は歳出の４５％に

も登っていることが目につく。その1875年末にけるルーマニア公債を

目的別に分けて示すのが第１６表である。このあと公債の新規発行は１８８

年までなく，しかも1880-83年に発行されたものはそれまでの公債の借り

換えであるから，これをもってひとまずこの時期全体の公債による調達資
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金の使用目的を示すものとみてよいであろう。借入れ総額の６６％が公共

事業，しかも鉄道の建設にあてられているということは，第１５表の〈公

債費＞の過半が，事実上，公共事業費（鉄道建設費）であることを示して

いる。

さらに〈公共事業省＞の支出の大部分が道路，橋，鉄道の費用であり，

<内務省＞の支出の３分の1が郵便，電信局の費用であること（第１７表）

をみれば，歳出の最大部分，ほぼ３分の１ほどは，運輸，通信手段の整備

にむけられていたといってよいであろう。

運輸，通信手段の整備がノレーマニァのような穀物を中心とする農産物輪

第１７表く公共事業省＞支出の細目
(単位：品）

年 1８７２ 1881／8２ 項目

中央管理費

道路，橋，公園

首都整備事業

展示会，農業その他

鉄道

ブカレスト＝ジョルジュ線

ヤシーーウンゲニ線

プロイエシュティープレデアル線

マラチェシュティーブゼウ線

一般鉄道サービス

農業学校

諸雑費

ドプロジアの諸公共事業

計

7,793 

172,765 

11,745 

7,237 

7,652 

203,261 

1,115 

2,000 

31,019 27,634 

１３，８６３ 

35,411 

１８，８４０ 

1,889 

15,395 

4,080 

11,488 

342,628 

2,971 

2,388 

235,918 

［備考］なおく内務省＞支出に含まれるく郵便，電信局＞の額は1872年

；品114,183,1881／82年；ｆ141,516となっており，＜内務省＞

支出の最大項目（1872年；33.6％，1881／82年；37.4％）を占め
る。

[資料出所］Repo｢t［52]，ｐ､２３によって作成。



186 

出国にとって重要な意義をもつことは言うまでもない。

〈軍務省＞として分類される軍事費は，独立戦争の1877-78年には歳出

の３分の１を占めるほどになり，財政膨張の大きな要因となっている。

以上のことから，農産物輸出を中心とする経済発展のための運輸，通信

手段の整備，政治的独立達成のための軍事力の整備，という二点がこの時

期の歳出構成の特質として指摘されよう。ただし，その背後に赤字国債を

含む巨額の公債の導入があったことに留意すべきであろう。

３歳入の構造

歳入についてもＲＧｐＭ［52］によって第１８表が得られる。この間歳入

の絶対額はほぼ同じペースで増加し続けていたことは先にみたとおりであ

るが（第２図)，比率で示した第１７表をみてまず指摘すべきことは，1860

年代あるいは７０年代初頭においても両者で過半を占めて，いわば歳入の

根幹ともいうべき項目であった<王領地>，〈人頭税＞の両項目の占める比

率の８０年代に至るまでの低下である。もっとも絶対額ではく人頭税

(Capitationtax)〉はやや低下するものの，〈王領地(Crownlands)＞は

ほぼ同じ額を維持しており（R幼伽［52]，ｐ､25,ｐ､26)，比率の低下は他

の項目の絶対額の増加によるものであることがわかる。

かわって過半を占める主要項目として登場するのがく塩・タバコ・火薬

専売，アルコール消費税，印紙税>，〈諸省収入＞の両項目であり，前者の

比率は特に1864年から1881年までに４倍に増加している。絶対額の増加

がいっそうであることはいうまでもない。この項目の中で約半分を占めて

最大部分となっているのがタバコ専売の収入であり，絶対額でほとんど

１０倍になっている（第１４表)。そして古くからの国営岩塩坑の収入，そ

れぞれ1870年，１８７２年から計上されて急速に課税領域を拡大しつつある

といわれるくアルコール消費税(Exciseonspirits)>，〈印紙税(Stamp

duties)＞の三項目が残る半分を占めている（RGPo汀［52]，ｐｐ､10-11,
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ｐ27)。なお〈火薬専売＞収入は１８７３年以降計上されておらず，額もわ

ずかである（１Ｍ/､,ｐ２７)。

さらに<諸省収入＞の中味は，公共事業省の鉄道，内務省の郵便・電信，

等の公共業収入が大きな部分を占めることを指摘しておこう（の.耐.，ｐ，

11,Ｐ２７)。

〈王領地＞は旧教会領をひきついだ国有地の地代収入であり，〈人頭

税〉は古くからの直接税の根幹であったから，1860-70年代における歳入

構成の以上の変化は，さしあたり，農民からの地代，直接税への依存から，

公共事業収益，間接税への依存への変化とおさえてもよさそうである。そ

してその背後には，1864年の農地改革（夫役制のいちおうの廃止，約４０

万の農民に対する土地の有償分与を主な内容とする)，「自由保有農

(freeholders)」の創出（RGPo〃［52］ｐｐ・'5-16）という地主，農民間の力

関係の変化を示す事態があったといえよう28)。

３公債による資金調達

ルーマニア公債史については不明な点が多いが，ひとまず1881年ま

でに発行されたといわれるものをまとめたのが第１９表である。

財政規模が急速な膨張をみる１８５０年代末に両公国で相次ぐ公債発行が

もくろまれて失敗していること，６０年代後半から７０年代初めにかけて巨

額の借款導入が続くこと，８０年代に入って再び巨額の借款導入が続くこ

と，８０年代に入って再び巨額の公債が発行されるが，その内容はより低

利の条件での借換えが多いこと，などの特徴が全体の動向として指摘でき

る。特に８０年代とそれ以前との発行条件の段階的ともいえる差異が注目

されよう。

特に外債では１８６６年のオッペンハイム借款，内債では１８７１年の<王領

地〉債等の発行条件は厳しいものであり，同国政府の資金調達の困難を物

語っている。
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だが他方で，鉄道建設公債の発行条件をみれば，データが不充分ではあ

るけれども，同じ時期の赤字公債よりは条件がいいと言いうるように思え

る（たとえば1866年オッペンハイム借款に続く1868-69年の一連の７．５

％鉄道債，１８７１年く王領地〉債に続く１８７２年の８％鉄道債など)。さら

に言えば，赤字国債の発行が必要なほどに財政困難な状況のもとで，あえ

て鉄道債が発行されている事実にも注目の必要があろう。

1857-59年に建設されたドナウ河畔のチェノレナポダと黒海の港コンスタ

ンツァを結ぶ最初の鉄道はイギリス資本による会社（DanubeandBlack

SeaRailwayandKustendjieHarbourCompany,Limited）によって建

設されたものであったが，ルーマニア統一後は，186669年のブカレスト

ージュノレジュ（ドナウ河畔の町）鉄道のように，建設は鉄道業者

(Messrs・BarclayandStaniforth)29)に請負わせ，資金は公債発行によっ

てまかなうという形がふえてくる。こうして全土をおおう鉄道網が建設さ

れていき，1879年にはくドイツ会社〉（1868年にＤｒ・Strousbergに付与

された利権に端を発し，１８７１年にペノレリンで再編され，ルーマニア政府

が保証し，ディスコントゲゼノレシャフトのＭ、Hansemann,マーチャン

ト・バンカーのBaronBleichr6derが中心となって形成された会社)30)，

1882年にチェノレナヴォダーコンスタンツァ鉄道，１８８８年にはレンベノレク

ーチェルノヴィッツーヤシー鉄道会社のルーマニア線を買収することによ

って全線国有化を実現する（ＲｅｐＭ［52]，pp2-3，Botez，Ｕｒｍａ，Saizｕ

[10］ｐｐ,６６－１３１)。

このようにみてくれば，可能な限りの自前での鉄道建設が政府の一貫し

た方針であったといえそうである。特にルーマニアで最長の<ドイツ会

社＞線を国有化した直後の１８８０年に農産物の運賃が引き下げられている

ことは重要である。これによって運輸量は増大したにもかかわらず，運賃

収入は減少したのである（ＲＧＰｍ［52]，ｐ､４，ｐ､２１)。

このような，農産物輸出促進のためのインフラストラクチャー建設を内
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容とする，いわば積極財政の展開は，〈ルーマニア銀行＞の会長をはじめ，

RGPo〃［52］の筆者にも共通する政策的信念であり，ルーマニア政府財政

への評価の基礎視角であった31)。

しかしながらここで指摘しておかねばならぬことは，この時期全体を通

じて穀物価格は好調を続け３２)，輸出額の増大に寄与し，間接税収入の増大

によって歳入額の増大に寄与し，外国銀行および投資家の評価を高めるこ

とによって公債による資金調達を容易にしえたということであろう。

28）RePo汀［52］の著者ホワイトとも親交のあったらしいJ・サミュエルソンはア

イルランドの士地問題と比較するという興味深い視点を出しているが，やはり

農地改革の評価についてはかなり楽観的である（Samuelson［55]，pp74-87)。

改革後の農民の性格規定は別箇に検討すべき重要な問題であり，文献も多い。

一般的には夫役の事実上の復活等をふまえてかなり厳しい評価となっている。

さしあたりCreanga［16]，Chirot［14]，ppl25-136等のほか，わが国のもの

では田辺勝正［58]，第三篇第一章，南塚信吾［38]，第一部第二章の比較論な

どを参照されたい。

29）この業者についてはすぐれたモノグラフJensen＆Rosegger［25］がある。

30）この経緯についてはＤｊｂＤｆｓｃｏ"ｔｏＣｅｓｃ/Ｍ､/１１［１８]，ＳＳ､102-110に詳し

い｡

31）第１回株主総会でのレイト議長の次の発言はその明らかな表明といえよう。

「ルーマニアは鉱物資源に加えて，ほとんど無尽蔵な肥沃さをもつ士地を有

しております。自然によって与えられたこの恵みを引き出し，それをヨーロッ

パの残りの部分にも分け与えることを妨げるものはただ一つ，運輸手段の欠如

でありました。土地耕作者達は何百マイルもの距離で荷馬車にのせて運ぶ以外

には，土地の産物を運ぶ手段を持たなかったのであります。しかしながら今や

事態は一変しました。この国の中央部とドナウ川という高速水路とを結び，さ

らに中央ヨーロパの鉄道網とも結合させることによってバノレト海までのびる鉄

道網の建設に対して政府が寛大な保証を与えるという，実に思いきった財政政

策(averyboldfinancialpolicy）が採用されたのです。……これらの保証は，

しばしの間，国庫にとってかなりの重圧となりました。しかしながら，国の生

産物を増大させることによって，同時にその富を増大させ，その結果歳入を増

大させ，そしてまた国有地の価値を増大させようという限りにおいて，このこ

とは死活的な重要性をもつのであります｡」（Ｂ・肌，Vol、ＸＸＸＬＪｕｌｙｌ８７１，
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pP640-641）この国際分業を前提とする開発＝積極的財政政策思想に注目。

32）１８７０年代後半のガラツイ港穀物価格についてはRaPo〃［52]，ｐ,4,1880年代

以降についてはWelzk［62],ｐ､38,19世紀後半のイギリスの小麦輸入価格につ

いてはLawesandGilbert［31]，ｐ､132,tablell等を参照されたい。

結びにかえて

以上，1856-1881年の時期をルーマニアにおける自由貿易体制の時期と

おさえたうえで，外国銀行と国家財政との関連について検討してきた。

まず貿易構造を検討することによって，当時のルーマニアが穀物を中心

とする農産物を輸出する貿易収支の黒字国であり，工業製品を輸出するヨ

ーロッパ諸国にとっては，穀物の供給国としてのみならず，対トルコ穀物

輸出の黒字によって購買力を有する国としても重要であったことを明らか

にした。

次に，外国銀行の進出と事業展開について検討し，トルコ（オスマン帝

国の他地域）および西洋諸国との貿易関係に対応するように，すでに

1856年にはイギリスの資本家グループによるオットマン・バンクの支店

が開設され，以後，同じグループ゜による銀行はルーマニアにおける貿易金

融の担い手として大きな役割をはたし続けることを示した。

その際，オスマン帝国からの国立銀行の利権の獲得，ノレーマニアからの

同様の利権の獲得と喪失，といった事態に応じて組織の再編を行いながら

対政府金融にも関わり，借款導入，タバコ専売の請負などの役割を果たし

たことをも示した。

最後に国家財政の展開について概観し，貿易規模の拡張と同様に財政規

模も拡張を示すこと，しかも財政は貿易とは逆に赤字基調のまま膨張し，

農民からの間接税収入を増加させると同時に，大量の公債発行によって鉄

道網を建設することを明らかにした。

そこで問題となるのは，貿易収支の大幅黒字として示される世界市場に
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対する穀物供給による収益をめぐる地主，農民，両者の力関係を反映する

国家財政，そして外国銀行の間の緊張関係のあり方であろう。外国銀行は

この収益をめあてに進出して直接に生産者に対して，あるいは間接に国家

に対して貸し付けを行う。国家はこの収益のいっそうの増大をめざして外

国銀行を介して資金導入を行い，鉄道を建設する。鉄道建設による穀物供

給の増大が収益の増大をもたらすならば，外国銀行及びその背後の債権者

と国家財政との幸福な共存関係は持続するかにみえる。この時期を通じて

穀物の世界市場価格が維持されたことは，ルーマニアにおけるこのような

関係を実際に持続させたのであり，この点がエジプトとの相違点である。

なお，ルーマニア的な特質として，国家の積極的な財政支出によって鉄

道建設が行われた根拠としての権力構造（1880年の国立銀行の設立の評

価もこの点にかかわる）およびその背後にある国際分業論的開発思想33)，

この時期におけるオスマン帝国銀行グノレーフ.ともいうべき資本家集団の役

割（アングロ・オーストリアン・バンク，レンベノレクーチェノレノヴイッツ

ーヤシー鉄道会社，そしてルーマニア銀行の間にみられる役員結合の意

味）など，一層の考察を要すべき問題は多い。ひとまず，以上の指摘にと

どめ，１９世紀的な債務問題の理論的考察とあわせて他日を期したい。

３３）前注３１参照。なお，ほぼ同じ見地に立つと思われるイギリス特命全権大使

ホワイト（この人物についてはLaziirescu［34］をみよ）は１８８３年に，貿易

構造にみられるルーマニアの対外依存（dependence）を指摘したうえで現地

政府，公衆の保護主義化傾向に言及し，まず農業開発をいっそうすすめること

が長期的にみれば工業発展に寄与するだろう，と批判している（R”o汀［52]，

Pl2)。Ｐ.Ｓ・AurelianやＡ､Ｄ・Xenopolなどのこの時期のルーマニアの保

護主義者の経済思想はＦ、リストなどとの関連でも検討すべき重要な論点をも

つ。この両者については著作集の解説であるMurgescu［41]，Veverca［61]，

さらに経済思潮全体についてはMontias［61]，Jinga［26］等を参照された

い。
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